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まえがき

日本語HP TCP/IP Services for OpenVMSは， TCP/IPネットワーキング・プロトコ
ル体系とインターネット・サービスをOpenVMS Alphaシステム用に実装した製品で
す。日本語HP TCP/IP Services for OpenVMSは，異種ネットワーク通信とリソー
ス共有のための業界標準プロトコルをサポートする包括的な機能とアプリケーション
のセットを提供します。

本書は，OpenVMS Alphaシステムに日本語HP TCP/IP Services for OpenVMS
V5.5製品をインストールし，コンフィギュレーションする方法について説明していま
す。また，『日本語HP TCP/IP Services for OpenVMSリリース・ノート』にもイ
ンストレーションおよびコンフィギュレーションに関する注意事項が記載されていま
すので，あわせて参照してください。

対象読者

本書は経験のあるOpenVMSおよびUNIXのシステム管理者を対象としており，
OpenVMSのシステム管理， TCP/IPネットワークとその用語を理解していることを
前提に書かれています。

本書の構成

本書は 4つの章と 1つの付録で構成されています。

• 第 1章では，日本語HP TCP/IP Services for OpenVMSのインストレーションと
コンフィギュレーションを行う前の準備作業について説明しています。

• 第 2章では， POLYCENTER Software Installationユーティリティを使用して，
OpenVMS Alphaシステムに日本語HP TCP/IP Services for OpenVMSをインス
トールする方法について説明しています。

• 第 3章では，ソフトウェアを正常にインストールした後に，日本語HP TCP/IP
Services for OpenVMSの構成要素およびサービスのコンフィギュレーションを行
う方法について，ガイドラインを示します。

• 第 4章では， IPv6ソフトウェアのコンフィギュレーション方法について説明しま
す。
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• 付録 Aでは，OpenVMS Alphaシステムに日本語HP TCP/IP Services for
OpenVMSを初めてインストールした際の画面表示例およびコンフィギュレーシ
ョンを行った際の画面表示例を示します。なお，第 3章の画面表示例は，日本語
HP TCP/IP Services for OpenVMSをアップグレードした際に表示されるもので
す。

関連資料

表 1に，日本語HP TCP/IP Services for OpenVMSで利用できるドキュメントを示
します。

表 1 日本語 TCP/IP Servicesのドキュメント

ドキュメント 内容

『Compaq TCP/IP Services for
OpenVMS Concepts and Planning』

このマニュアルでは，日本語 TCP/IP Servicesソフトウェアを使
用するためにシステムのコンフィギュレーションを行う前に考慮
すべき一般的な設計上の問題を含め， OpenVMSシステム上での
TCP/IPネットワーキングに関する概念的な情報を提供します。

また，このマニュアルでは，日本語 TCP/IP Servicesのドキュメン
ト・セットのマニュアルについて記述し，日本語 TCP/IP Services
ソフトウェア製品で使用されている用語および頭文字の用語集を提
供しています。

『日本語 HP TCP/IP Services for
OpenVMSリリース・ノート』

リリース・ノートでは，ドキュメント・セットの情報に置き代わる
バージョン固有の情報を提供しています。ソフトウェアの本バージ
ョンの機能，制限事項，および訂正事項については，リリース・ノ
ートに記載されています。ソフトウェアをインストールする前には
必ずリリース・ノートをお読みください。

『日本語 HP TCP/IP Services for
OpenVMSインストレーション/コン
フィギュレーション・ガイド』

このマニュアルは，日本語 TCP/IP Services製品のインストレーシ
ョンとコンフィギュレーションの方法について説明しています。

『日本語 HP TCP/IP Services for
OpenVMS日本語機能の手引き』

このマニュアルは，日本語 TCP/IP Servicesの日本語機能の概要
と，漢字フィルタの使用方法，および漢字フィルタのプログラミン
グについて説明しています。

『HP TCP/IP Services for OpenVMS
User’s Guide』

このマニュアルは，リモート・ファイル操作，電子メール，
TELNET， TN3270，ネットワーク印刷など，日本語 TCP/IP
Servicesで利用できるアプリケーションの使用方法について説明し
ています。

『HP TCP/IP Services for OpenVMS
Management』

このマニュアルは，日本語 TCP/IP Services製品のコンフィギュレ
ーションと管理の方法について説明しています。

『HP TCP/IP Services for OpenVMS
Management Command Reference』

このマニュアルは，日本語 TCP/IP Servicesの管理コマンドについ
て説明しています。

『HP TCP/IP Services for OpenVMS
Management Command Quick
Reference Card』

このリファレンス・カードでは，構成要素ごとに TCP/IP管理コマ
ンドをリストし，各コマンドの目的を説明しています。

『HP TCP/IP Services for OpenVMS
UNIX Command Equivalents Reference
Card』

このリファレンス・カードには，よく実行されるネットワーク管理
タスクおよび対応する TCP/IP管理と UNIXコマンド書式に関する
情報が記載されています。

(次ページに続く)
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表 1 (続き) 日本語 TCP/IP Servicesのドキュメント

ドキュメント 内容

『HP TCP/IP Services for OpenVMS
ONC RPC Programming』

このマニュアルは，オープン・ネットワーク・コンピューティング
のリモート・プロシージャ・コール (ONC RPC)を使った高水準プ
ログラミングについて概説しています。また， RPCプログラミン
グ・インタフェースや， RPCGENプロトコル・コンパイラを使っ
たアプリケーションの作成方法についても説明しています。

『HP TCP/IP Services for OpenVMS
Guide to SSH』

このマニュアルは， SSH for OpenVMSソフトウェアのコンフィギ
ュレーション，セットアップ，使用方法，および管理について説明
しています。

『HP TCP/IP Services for OpenVMS
Sockets API and System Services
Programming』

このマニュアルは，ソケット APIと OpenVMSシステム・サービス
を使って，ネットワーク・アプリケーションを開発する方法につい
て説明しています。

『HP TCP/IP Services for OpenVMS
SNMP Programming and Reference』

このマニュアルは，簡易ネットワーク管理プロトコル (SNMP)お
よび SNMPアプリケーション・プログラミング・インタフェース
(API)について説明しています。また，日本語 TCP/IP Servicesで
提供されるサブエージェント，サブエージェントの管理のために提
供されているユーティリティ，およびユーザ独自のサブエージェン
トの構築方法についても説明しています。

『HP TCP/IP Services for OpenVMS
Tuning and Troubleshooting』

このマニュアルでは，ネットワーク問題の原因を切り分ける方法，
および最高の性能を引き出すために日本語 TCP/IP Servicesソフト
ウェアをチューニングする方法について説明しています。

『HP TCP/IP Services for OpenVMS
Guide to IPv6』

このマニュアルでは， IPv6環境，この環境におけるシステムの役
割り，異なる IPv6アドレスのタイプと機能，および 6boneネット
ワークにアクセスするために日本語 TCP/IP Servicesをコンフィギ
ュレーションする方法について説明しています。

TCP/IPプロトコル体系全般の概要を知りたい場合には，Douglas Comer著
『Internetworking with TCP/IP: Principles, Protocols, and Architecture』が参考に
なります。

表記法

「TCP/IP Services」は日本語HP TCP/IP Services for OpenVMSを指します。

「UNIX」は Tru64 UNIXオペレーティング・システムを指します。

本書で使用している IPアドレスは架空のものです。

本書では，以下の表記法に従っています。

Ctrl/x Ctrl/xのような表記は， Ctrlというラベルの付いたキーを押しな
がら，別のキーまたはポインティング・デバイスのボタンを押す
ことを示します。

PF1 x PF1 xのような表記は，まず， PF1というラベルの付いたキーを
押して放し，その後，別のキーまたはポインティング・デバイス
のボタンを押すことを示します。
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Return 例中では，四角で囲まれたキー名は，ユーザがキーボードのキー
を押すことを示します (本文中では，キー名は四角で囲まれませ
ん)。

本書の HTML版では，この表記は四角ではなく，カッコになりま
す。

. . . 例中の水平方向の省略記号は，次のいずれかを示します。

• 文で追加のオプション引数が省略されている。

• 前述の項目 (1つまたは複数)が 1回以上繰り返される。

• 追加のパラメータ，値，または他の情報が入力できる。

.

.

.

垂直方向の省略記号は，コーディング例またはコマンド書式で項
目が省略されていることを示します。つまり，説明しているトピ
ックに関して重要でない事項であるため，省略されています。

( ) コマンド書式の説明で，カッコは，複数選択する場合には，選択
したものをカッコで囲む必要があることを示します。

[ ] コマンド書式の説明で，大カッコはオプション選択を示します。
ユーザは 1つまたは複数の項目を選択することも，あるいは選択
しないこともできます。コマンド行に大カッコを入力してはなり
ません。ただし， OpenVMSのディレクトリ指定，または割り当
て文の部分列指定の構文では大カッコを含める必要があります。

| コマンド書式の説明では，縦線は大カッコまたは中カッコ内で選
択項目を区切ります。大カッコ内では，選択はオプションです
が，中カッコ内では，必ず 1つ以上を選択する必要があります。
コマンド行に縦線を入力してはなりません。

{ } コマンド書式の説明で，中カッコは必須の選択を示し，リストさ
れている項目から 1つ以上の項目を選択する必要があります。コ
マンド行に中カッコを入力してはなりません。

bold text この書体は，新しい用語であることを示します。また，引数の名
前，属性，あるいは理由を示します。

italic text 斜体のテキストは，変数を示します。変数には，システム出力
(Internal error number)，コマンド行 (/PRODUCER=name)，お
よび本文中のコマンド・パラメータ (このとき，ddはデバイス・
タイプの事前に定義されたコードを表します)において異なる情報
も含まれます。

UPPERCASE TEXT 大文字は， OpenVMSおよび HP TCP/IP Services for OpenVMS
のコマンド，オプション，ユーティリティ，ファイル，ディレク
トリ，ホスト，およびユーザの名前を示します。

Monospace text この書体は，コーディング例および対話型の画面表示を示しま
す。

Cプログラミング言語では，テキスト中のこの書体は次の項目を
示します。つまり，キーワード，単独でコンパイルされた外部関
数とファイル，構文のまとめ，例中の変数または識別子の参照を
示します。

- コマンド書式の説明，コマンド行，コード行の終わりのハイフン
は，コマンドまたは文が次の行に継続することを示します。

数 本文中のすべての数は，特に明記していなければ， 10進数です。
基数が 10進法以外の場合，つまり， 2進， 8進， 16進の場合に
は，明記されています。

x



1
TCP/IP Servicesのインストレーションとコンフィギュ

レーションを行う前の準備作業

本章では，日本語HP TCP/IP Services for OpenVMSソフトウェアのインストレー
ションとコンフィギュレーションに必要な準備作業について説明します。

1.1 主な作業の確認

TCP/IP Servicesソフトウェアのインストールは数分で完了します。このソフトウェ
アは，レイヤード・プロダクトとしてインストールします。

TCP/IP Servicesのインストールが終了したら，次の作業として，メニュー方式の
TCPIP$CONFIGコンフィギュレーション手順を実行して，サービスを使用可能に
し，コンフィギュレーションの内容を検証します。この作業は，通常 15分程度で終
了します。

表 1–1に， TCP/IP Servicesソフトウェアのインストールとコンフィギュレーション
に関係する主な作業，およびそれらの作業について説明している箇所を示します。

表 1–1 主な作業：インストールとコンフィギュレーション

手順 作業 参照先

1 インストールとコンフィギュレーションを行う前の準備作
業

第 1.2節および第 1.3節

2 システムで実行されている TCP/IP Servicesの以前のバー
ジョンのシャットダウン

第 2.1節

3 TCP/IP Servicesのインストレーション 第 2章

4 ネットワーク環境に合わせた TCP/IP Servicesのコンフィ
ギュレーション

第 3章

5 TCP/IP Servicesの起動 第 3.6節

6 コンフィギュレーションの内容の検証 第 3.9節

7 必要に応じて，追加のコンフィギュレーションおよびセッ
トアップ作業を実行

第 3.10節

8 システムを IPv6ホストあるいは IPv6ルータとしてコンフ
ィギュレーション

第 4章
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1.2 インストール前の作業

表 1–2に，システムに TCP/IP Servicesをインストールする前に完了しておく必要の
ある作業と，それらの作業について説明している箇所を示します。

表 1–2 インストール前の作業

手順 作業 参照先

1 配布キットの検査 第 1.2.1項

2 TCP/IP Servicesリリース・ノートの抽出と一読 第 1.2.2項

3 システム・ディスクのバックアップ 第 1.2.3項

4 必要に応じて， OpenVMSオペレーティング・システムの
アップグレード

第 1.2.3項

5 TCP/IP Servicesライセンス PAKの登録 第 1.2.4項

6 ディスクの空き領域，メモリの容量，およびシステム・パ
ラメータのチェック

第 1.2.5項～第 1.2.7項

7 必要に応じて，ユーザ識別コード (UIC)の割り当て 第 1.2.8項

8 コンフィギュレーション情報の収集 第 1.3節

9 バージョン 5.0の IPv6ならびにバージョン 5.3の SSHあ
るいは failSAFE Early Adopters Kits (EAKs)の削除

第 1.2.9項

1.2.1 配布キットの確認

ソフトウェア配布キットが全部そろっていることを確認します。OpenVMSソフトウ
ェア・ライブラリをお持ちの場合は，同梱されている『Master Index』で CD-ROM
の番号とキットの場所 (ディレクトリ)を確認してください。日本語OpenVMS V8.2
OSキットをお持ちの場合は『日本語OpenVMS V8.2コンパクト・ディスク・ユーザ
ーズ・ガイド』でキットの場所を確認してください。

配布キットに該当する CD-ROMメディアが含まれていない場合には，HPの担当窓
口にお問い合わせください。

1.2.2 リリース・ノートの抽出

『日本語HP TCP/IP Services for OpenVMSリリース・ノート』には，製品をイン
ストールする前に知っておく必要がある重要な情報が含まれています。

リリース・ノートは， POLYCENTER Software Installationユーティリティを使
用して，テキスト・ファイルまたは PostScriptファイルのいずれかとして抽出す
ることができます。リリース・ノートをテキスト・ファイルとして抽出するには，
POLYCENTER Software Installationユーティリティ・コマンドを次のように入力
します。

$ PRODUCT EXTRACT RELEASE_NOTES TCPIPJA/FILE=file-name.TXT
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file-name.TXTは，リリース・ノートに対してユーザが指定するファイル名で
す。ファイル名を指定しなければ，リリース・ノートは現在のディレクトリ
のDEFAULT.PCSI$RELEASE_NOTESという名前のファイルに書き出されま
す。

1.2.3 システム・ディスクのバックアップと日本語OpenVMSのアップグレード

TCP/IP Servicesのインストールを行う前に，ご自分の環境で使用しているバックア
ップ手順に従って，システム・ディスクのバックアップをとることをお勧めします。
バックアップ操作が完了したら，必要に応じて日本語OpenVMSオペレーティング・
システムをアップグレードします。

システム・ディスクのバックアップ方法については，『OpenVMSシステム管理者マ
ニュアル』を参照してください。

日本語OpenVMSのアップグレード方法については，日本語OpenVMSの該当する
アップグレードおよびインストレーション用マニュアルを参照してください。

1.2.4 ライセンス製品登録キーの登録

新規にライセンスされたノードやクラスタ上で TCP/IP Servicesソフトウェアの
インストールを行うときには，OpenVMSライセンス管理機能 (LMF)を使ってラ
イセンス製品登録キー (PAK)を登録する必要があります。 PAKがない場合は，
DECwindows TCP/IPトランスポート・ソフトウェアのみ使用できます。

対象のノードまたはクラスタに TCP/IP Servicesライセンスがすでに登録されてお
り， TCP/IP Servicesのインストールがアップグレード・インストールの場合は，ラ
イセンス PAKの登録は不要です。

TCP/IP Servicesと同時に必須またはオプションのソフトウェアをインストールする
場合には，そのソフトウェアの PAKの状態を確認し，もし登録されていなければ，
PAKを登録してから TCP/IP Servicesのインストールを行ってください。

ライセンスを登録するには， SYSTEMアカウントにログインし，以下のいずれかの
操作を行います。

• SYS$UPDATE:VMSLICENSE.COMを実行し，ライセンス PAKからデータを入
力する。

• DCLプロンプトから LICENSE REGISTERコマンドおよび適当な修飾子を入力
する。

OpenVMS Clusterの各ノードでライセンスを登録します。

LMFについての詳細は，『OpenVMS License Management Utility Manual』を参
照してください。
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1.2.5 ディスクの空き領域の確認

システム・ディスクに， 170,000ブロック以上の空き領域があるかどうかを確認しま
す。実際に必要なディスクの空き領域は，システム環境，コンフィギュレーションの
内容，使用するソフトウェア・オプションによって異なります。

システム・ディスクの空きブロックを表示するには，次のコマンドを入力します。

$ SHOW DEVICE SYS$SYSDEVICE

1.2.6 物理メモリの確認

TCP/IP Services for OpenVMSが必要とする最小物理メモリ量は，OpenVMSオペ
レーティング・システムが必要とするメモリ量と同じです。OpenVMSが必要とする
メモリ量については『日本語OpenVMSオペレーティング・システム Version 8.2ソ
フトウェア仕様書 (SPD 25.C4.xx)』を参照してください。

システムのメモリの容量を確認するには，次のコマンドを入力します。

$ SHOW MEMORY/FULL

1.2.7 システム・パラメータの確認

TCP/IP Servicesソフトウェアのインストールに関しては，ほとんどのシステ
ムが必要な条件を満たすシステム・リソースを備えています。しかし，次項
以下で説明するシステム・パラメータについては，設定内容を確認したうえ
で，MODPARAMS.DATファイルに必要な変更を加えることをお勧めします。
MODPARAMS.DATファイルを変更した場合は， AUTOGENを使用してシステムを
リブートする必要があります。

注意

MIN， INST，あるいは UPGRADEを指定したOpenVMSのブートはサポー
トしていません。フル・ブート以外のブートを実行した場合，製品のコン
フィギュレーション・プロシージャおよびスタートアップ・プロシージャ
(TCPIP$CONFIG.COMおよび TCPIP$STARTUP.COM)が失敗します。

以下の推奨値は最低構成の場合の値です。サービスを追加したり，接続を追
加すると，必要量は増加します。

1.2.7.1 グローバル・ページレットとグローバル・セクション

TCP/IP Servicesソフトウェアは，最低 90のグローバル・セクションと 35,000のグ
ローバル・ページレットを必要とします。有効にするサービスの数により，この最低
値は変わります。
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使用できるグローバル・ページレットとグローバル・セクション数を確認するには，
F$GETSYIレキシカル関数でWRITEコマンドを入力します。

$ WRITE SYS$OUTPUT F$GETSYI("FREE_GBLPAGES")
143576

$ WRITE SYS$OUTPUT F$GETSYI("FREE_GBLSECTS")
249

グローバル・ページレットとグローバル・セクション数を追加するには，システ
ム・パラメータのGBLPAGESとGBLSECTIONSの値を増やすステートメント
をSYS$SYSTEM:MODPARAMS.DATファイルに追加します。次に例を示します。

ADD_GBLPAGES = 35000
ADD_GBLSECTIONS = 90

1.2.7.2 非ページング動的プール

TCP/IP Servicesソフトウェアを動作させるには，次の手順に従って，利用可能な非
ページング動的プールを少なくとも 500,000バイト追加します。

1. SYSTEMアカウントにログインします。

2. ご使用のシステムで，非ページング・プールをどの程度追加する必要があるかを
確認します。推定値の 500,000バイトに，各ソケットに必要なバイト数をそれぞ
れ 2,000バイトとして，使用する最大ソケット数に相当するバイト数を加算しま
す。

注意

FDDIを使用するシステムでは， TCP/IPソケット・バッファ・クォータの省
略時のサイズは，自動的に増やされます。これにより，ローカル TCP接続の
ための FDDI全体のスループットが増加します。

3. 次の例を参考に，MODPARAMS.DATファイルを編集し，NPAGEDYNパラメ
ータとNPAGEVIRパラメータを適切な値に変更します。

! Add nonpaged pool for HP TCP/IP Services for OpenVMS.
!
ADD_NPAGEDYN=500000
ADD_NPAGEVIR=500000

非ページング動的プールについての詳細は，『OpenVMSシステム管理者マニュア
ル』を参照してください。
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1.2.8 ユーザ識別コードの割り当て

OpenVMSユーザまたはユーザ・グループは，[group,member]の書式で割り当てられ
た一意のユーザ識別コード (UIC)で識別されます。groupおよびmemberは数字，英数
字，または英字の文字列です。たとえばUICは，[306,210]，[GROUP1， JONES]，
単に JONESなどのいずれにもなります。UICは，ユーザおよびグループ特権を決定
するシステム定義のライト・データベースにリンクされています。

TCPIP$CONFIGコンフィギュレーション・プロシージャでは，グループUICを使
用してサービスのためのアカウントを作成します。ユーザ指定のUICが既存のコン
フィギュレーションになかった場合には，プロシージャにより，次のUICグループ
番号が作成されます。

省略時の UIC
グループ番号 説明

3655 サービス・アカウント用の省略時の UICグループ番号。これがこの製品の
最初のコンフィギュレーションでも，番号 3655が使用中であることをプロ
シージャが検出すると， TCPIP$CONFIGを実行したときに新しい UICグ
ループ番号を入力するように要求するプロンプトが表示されます。

3375 TCPIP$NOBODYユーザ・アカウント用の省略時の UICグループ番号。

3376 ANONYMOUSアカウント用の省略時の UICグループ番号。

新しいグループUICを割り当てる前に，次のコマンドを入力して，選択する番号が
未使用であることを確認します。

$ RUN SYS$SYSTEM:AUTHORIZE

UAF> SHOW /BRIEF [your-group-number,*]

UAF> SHOW /IDENTIFIER /VALUE=UIC:[your-group-number,*]

TCPIP$CONFIGで強制的にユーザが新しいUICグループ番号を指定できるように
するには，次の例のように，論理名 TCPIP$ASK_GROUP_UICに TRUEの値を代
入します。これにより， TCP/IP Servicesのコンフィギュレーションを行う際に，
TCPIP$CONFIGがグループUICを入力するよう要求します。

$ DEFINE TCPIP$ASK_GROUP_UIC TRUE

1.2.9 Early Adopters Kits (EAKs)の削除

以下のいずれかの EAKをインストール済みの場合， TCP/IP Services Version 5.5を
インストールする前に PCSI REMOVEコマンドを使用して EAKを削除してくださ
い。

• バージョン 5.0 IPv6 EAK
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注意

バージョン 5.0 IPv6 EAKを削除した後，以下を行ってください。

1. TCPIP$IP6_SETUP.COMコマンド・プロシジャを実行してください。
詳細は『HP TCP/IP Services for OpenVMS Guide to IPv6』を参照
してください。

2. 本バージョンの TCP/IP Servicesをインストールした後，アプリケー
ションを再コンパイル，再リンクしてください。

• バージョン 5.3 SSH for OpenVMS EAK

• バージョン 5.3 failSAFE IP EAK

1.3 コンフィギュレーション情報の収集

表 1–3のワークシートを利用して，コンフィギュレーション情報を収集します。

システムで初めて TCP/IP Servicesのコンフィギュレーションを行う場合，
TCPIP$CONFIGコンフィギュレーション・プロシージャは，表 1–3に示した情報を
入力するよう要求します。製品のアップグレード後に再度コンフィギュレーションを
行う場合には，プロシージャは前のコンフィギュレーション情報を，新しいコンフィ
ギュレーション情報の省略時の値として使用します。

コンフィギュレーション・ワークシートの個々の質問に関する具体的な情報は，
『HP TCP/IP Services for OpenVMS Management』の該当する章を参照してくだ
さい。 SSHコンフィギュレーション・オプションの個々の質問に関する具体的な情
報は，『HP TCP/IP Services for OpenVMS Guide to SSH』を参照してください。
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表 1–3 コンフィギュレーション・プラニング・ワークシート

質問 回答

システムのホスト名 (MYNODEなど)

システムのインターネット・ドメイン名 (widgets.comなど)

IPインタフェースを DHCPクライアントの制御下に置きたいかど
うか?置きたい場合は，このワークシートの次の項目 (システムのア
ドレスとマスク，およびシステムのネットワーク・インタフェース)
が DHCPサーバにより自動的に構成されることがあり，その場合に
は，それらを指定する必要がありません。詳細については，ネットワ
ーク管理者に問い合わせてください。

システムのアドレスとマスクについて1

* IPアドレス (19.112.139.14など)

* サブネット (ネットワーク・マスク)アドレス (255.0.0.0など)

* ブロードキャスト・アドレス (19.255.255.255など)

システムのネットワーク・インタフェース (WE0など)1

failSAFE IPに関して， IPアドレスのスタンバイ用に使用するイン
タフェース

TCP/IP Servicesの UICグループ番号 (第 1.2.8項を参照)
(3655など)

1IPインタフェースが DHCPクライアントの制御の下で実行される場合，この情報は自動的に構成される
ことがあります。ネットワーク管理者に確認してください。詳細については， DHCPクライアントのドキ
ュメントを参照してください。

(次ページに続く)
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表 1–3 (続き) コンフィギュレーション・プラニング・ワークシート

質問 回答

ネットワークに適した経路選択の種類

静的—経路に変更がない簡単なネットワーク

静的な経路選択を使用する場合には，省略時のゲートウェイのホ
スト名とアドレス (GATWY1; 19.112.0.65など)

動的—柔軟性が要求される複雑なネットワーク

動的な経路選択を使用する場合には， ROUTEDと GATEDのど
ちらの経路選択を使用するか

BINDリゾルバを使用するかどうか。使用する場合：

* リゾルバに使用する BINDサーバの名前 (MAINSVなど)

* BINDサーバの IPアドレス (19.112.139.10など)

* ドメイン名 (mainsv.widgets.comなど)

SNMPを使用するかどうか。使用する場合：

* SNMP管理クライアントがset要求を発行することでMIBを変
更できるようにするかどうか

* マスタ・エージェントが，不法なコミュニティ文字列を指定する
SNMP要求を受信したときに，認証トラップを有効にするかどう
か

* システムの担当者の名前。テキストを指定する。 (Sam Spadeな
ど)

* システムの設置場所。次の 3つの例のように， 1つまたは 2つの
フィールドのテキストを指定する。

- Falcon Building, Los Angeles
- Boston, MA
- Northwest

* ネットワーク管理者がシステムをリモート管理できるようにする
かどうか。可能にする場合には，パブリック・コミュニティ名を
指定する必要があります。省略時の設定は「public」です。英数
字のみから構成される文字列を指定してください。文字列を引用
符で囲んではなりません。大文字/小文字は入力どおりになりま
す。例: Rw2

* 追加のコミュニティ名とアドレスを提供するかどうか (トラップ
を実装し，「public」コミュニティで提供される省略時の読み込
み専用を超えてアクセスできるようにするため)
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2
TCP/IP Servicesのインストレーション

本章では，日本語HP TCP/IP Services for OpenVMSソフトウェアを
POLYCENTER Software Installationユーティリティを使用して，レイヤー
ド・プロダクトとしてインストールする方法を説明します。ここで説明する方法は，
初めてのインストールとアップグレード・インストールの両方にあてはまります。

POLYCENTER Software Installationユーティリティについての詳細は，
『OpenVMSシステム管理者マニュアル』を参照してください。

注意

標準版OpenVMS Alphaオペレーティング・システムをインストールする
際，メニューから標準版 TCP/IP Services製品を直接インストールするこ
とができますが，これはインストールしないでください。標準版 TCP/IP
Servicesをインストールすると，日本語 TCP/IP Servicesをインストールす
る前に削除する必要が生じます。

2.1 インストレーション・プロシージャの起動

第 1章で推奨したインストレーション前の準備作業が終了し，リリース・ノートに目
を通したら (第 1.2.2項)， TCP/IP Servicesのアップグレードまたはインストール作
業に進むことができます。

製品をアップグレードする場合には，既存のコンフィギュレーション・ファイルが保
存されるので，このファイルを使って，新しいバージョンのコンフィギュレーション
を行うことができます。

TCP/IP ServicesソフトウェアをOpenVMS Alphaシステムにインストールするに
は，次の手順に従います。

1. SYSTEMアカウントにログインします。

2. システムに誰もログインしていないことを確認します。

3. SYS$STARTUP:SYSTARTUP_VMS.COMファイルを編集し，
@SYS$STARTUP:UCX$STARTUPコマンドが定義されているかどうかを
確認します。このコマンドが定義されている場合には，システムの起動時
に自動的に現在のバージョンの製品が起動するように，このコマンド定義
を@SYS$STARTUP:TCPIP$STARTUPに変更します。
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4. 前のバージョンの TCP/IP Servicesソフトウェアがシステムにインストールされ
ている場合には，適切なコマンドを入力して，前バージョンの TCP/IP Services
ソフトウェアをシャットダウンします。

ソフトウェアの
バージョン 使用するコマンド

バージョン 4.x @SYS$MANAGER:UCX$SHUTDOWN.COM
バージョン 5.x @SYS$STARTUP:TCPIP$SHUTDOWN.COM

5. システムに以前のバージョンの TCP/IP Servicesがインストールされている場合
には，その TCP/IP Servicesを削除しなければ，インストール時にエラーが発生
することがあります。

削除の手順は，インストールされている TCP/IP Servicesのバージョンにより異
なります。以下に示すそれぞれの手順にしたがって削除してください。

• 日本語 TCP/IP Services V4.xがインストールされている場合

$ PRODUCT REMOVE UCXJA

• 英語版 TCP/IP Services V4.xがインストールされている場合

$ PRODUCT REMOVE UCX

• 英語版 TCP/IP Services V5.xがインストールされている場合

$ PRODUCT REMOVE TCPIP

上記以外の場合は， TCP/IP Servicesを削除する必要はありません。

6. インストレーション・プロシージャのログを取るように推奨します。そのシステ
ムでDECnetを使用している場合には，次のコマンドを入力して，システム・ア
カウントに再度ログインすることにより，インストレーション・プロシージャの
ログを作成することができます。

$ SET HOST 0/LOG=file-specification

このコマンドで，file-specificationには，ログの書き込み先となるファイル名を指
定します。ログ・ファイルは現在のディレクトリに書き込まれます。

DECnetではなく LATプロトコル (Version 5.0 or later)が使える環境では，以下
のコマンドを使用できます。

$ SET HOST /LAT /LOG=file-specification

7. システムに応じたディレクトリ・パスを指定して PRODUCT INSTALLコマンド
を入力し， POLYCENTER Software Installationユーティリティを起動します。
次に例を示します。

$ PRODUCT INSTALL TCPIPJA /SOURCE=directory-path
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このコマンド中のdirectory-pathは， TCP/IP Servicesキットが含ま
れている CD-ROMのデバイス名とディレクトリ名です (たとえば，
/SOURCE=DKA400:[TCPIPJAAXP055])。

ソース修飾子を指定しなかった場合， POLYCENTER Software Installationユー
ティリティは，論理名 PCSI$SOURCEで定義された場所を検索します。何も定義
されていない場合には，ユーティリティは現在の省略時ディレクトリを検索しま
す。

2.2 インストレーション・プロシージャのステップ・スルー

インストレーション・プロシージャを起動すると，情報を入力するよう要求され
ます。以前のバージョンの TCP/IP ServicesがインストールされていたOpenVMS
Alphaシステム上でのサンプルのインストレーションを例 2–1に示します。インスト
レーション・プロシージャの各部分の後に詳しい説明があります。製品がまだ一度も
インストールされていないシステムでのインストレーションの例については，付録 A
を参照してください。

システム上で実際に表示されるインストレーションの出力は，現在のコンフィギュレ
ーションに応じて異なります。

注意

インストレーションを中断する場合は，随時 Ctrl/Yを押してください。イン
ストレーション・プロシージャは，その時点までに作成されたファイルをす
べて削除してから終了します。

例 2–1 TCP/IP Servicesのインストレーション： POLYCENTER Software
Installationユーティリティのプロシージャ (例)

1 - DEC AXPVMS TCPIPJA V5.5-11 Layered Product
2 - DEC AXPVMS TCPIPJA V5.1-15 Layered Product
3 - DEC AXPVMS TCPIPJA V5.0-11 Layered Product
4 - All products listed above
5 - Exit

Choose one or more items from the menu separated by commas: 1 Return

表示される最初のメニューには，最新の TCP/IP Services製品とシステム上にある製
品のすべてのバージョンが含まれています。最新のバージョンをインストールします
(オプション 1)。

The following product has been selected:
DEC AXPVMS TCPIPJA V5.5-11 Layered Product

Do you want to continue? [YES] Return
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インストレーション手順を続けるには， Returnキーを押します。

Configuration phase starting ...

You will be asked to choose options, if any, for each selected product and for
any products that may be installed to satisfy software dependency requirements.

DEC AXPVMS TCPIPJA V5.5-11: HP TCP/IP Services/Japanese for OpenVMS.

Copyright 1976, 2004 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

Hewlett-Packard Development Company, L.P.

HP TCP/IP Services/Japanese for OpenVMS offers several license options.

Do you want the defaults for all options? [YES] Return

POLYCENTER Software Installationユーティリティの省略時の設定を選択する場
合は Returnキーを押し (あるいは YES入力し)，他のオプションを選択する場合は
NOを選択します。

Do you want to review the options? [NO] Return

POLYCENTER Software Installationユーティリティのオプションを調べる場合
は， YESを選択します。インストレーションの最終フェーズを継続する場合は
Returnキーを押して (あるいはNOを入力して)ください。

この例では，オプションを参照していません。オプションを参照するために YESを
選択すると，オプションが表示されて，オプションに満足しているかどうかが質問さ
れます。リストされたオプションを受け入れる場合は， Returnキーを押し，オプシ
ョンを変更する場合は，N0を選択します。

Execution phase starting ...

The following product will be installed to destination:
DEC AXPVMS TCPIPJA V5.5-11 DISK$ALPHASYS:[VMS$COMMON.]

The following product will be removed from destination:
DEC AXPVMS TCPIPJA V5.1-15 DISK$ALPHASYS:[VMS$COMMON.]

Portion done: 0%...10%...20%...30%...40%...50%...60%...70%...80%...90%

次のメッセージは，システムで以前のバージョンの TCP/IP Servicesがコンフィギュ
レーションされていた場合に限り表示されます。初めてインストレーションを行う場
合には，製品の名前とバージョンを確認する同様のメッセージが表示されます。

%PCSI-I-PRCOUTPUT, output from subprocess follows ...
% TCPIP-W-PCSI_INSTALL
% - BG device exists.
% To use the version of HP TCP/IP Services that was just installed,
% system must be rebooted.
%

Portion done: 100%
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The following product has been installed:
DEC AXPVMS TCPIPJA V5.5-11 Layered Product

The following product has been removed:
DEC AXPVMS TCPIPJA V5.1-15 Layered Product

DEC AXPVMS TCPIPJA V5.5-11: HP TCP/IP Services/Japanese for OpenVMS.

Check the release notes for current status of the product.

2.3 インストレーション後の作業

インストレーションが完了したら，次の作業を行ってください。

1. オプションとして，次の作業を実行することができます。

– 『日本語HP TCP/IP Services for OpenVMSリリース・ノート』
に目を通してください (オンラインで，または印刷して読みます)。
ファイルは SYS$HELP:TCPIPJA055_RELEASE_NOTES.PSまたは
SYS$HELP:TCPIPJA055.RELEASE_NOTESです。

– インストールされた TCP/IP Servicesファイルのリストを表示して，確認しま
す。次のコマンドを入力します。

$ PRODUCT LIST TCPIPJA /SOURCE=directory-path

このコマンドで，directory-pathには， TCP/IP Servicesのキットが入って
いるソース・デバイスのディスクおよびディレクトリ名を指定します (たと
えば，/SOURCE=DKA400:[TCPIPJAAXP055])。ソース修飾子を指定しな
い場合， POLYCENTER Software Installationユーティリティは，論理名
PCSI$SOURCEで定義された場所を検索します。論理名が定義されていない
場合には，現在の省略時のディレクトリを検索します。

2. システムで前のバージョンの TCP/IP Servicesがコンフィギュレーションされて
いて，ソフトウェアが以前に起動されたことがある場合は，システムをリブート
して，新しい TCP/IP Servicesソフトウェアを有効にします。

重要

前のバージョンのファイルは削除しないでください。 TCPIP$CONFIGは，
これらのファイルの多くを使用して，既存のコンフィギュレーションを新し
いコンフィギュレーションに変換します (第 3章で説明)。

OpenVMSをブートする際，フル・ブートを実行してください。フル・ブー
ト以外のブートを実行した場合，製品のコンフィギュレーション・プロシ
ージャおよびスタートアップ・プロシージャ (TCPIP$CONFIG.COMおよび
TCPIP$STARTUP.COM)が失敗します。
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3. 第 3章に進んで， TCP/IP Servicesのコンフィギュレーションを行います。

注意

以前のバージョンの TCP/IP Servicesでは， TCPIPコマンド環境を確立する
ために，一旦 SYSTEMアカウントからログアウトし，再度 SYSTEMアカウ
ントにログインする必要がありました。バージョン 5.4の TCP/IP Servicesか
らは，再度ログインする必要はなくなりました。
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3
TCP/IP Servicesのコンフィギュレーション

日本語HP TCP/IP Services for OpenVMSのインストールが終了したら，メニュー
方式の TCPIP$CONFIGコンフィギュレーション・プロシージャを使用して，そのシ
ステムに必要な構成要素と特性を有効にする必要があります。

本章では， TCPIP$CONFIGのメニューについて説明し，サンプル・インストレーシ
ョンの出力を見せながら，追加で行うコンフィギュレーションと各種設定作業の概要
を示します。

注意

TCP/IP services for OpenVMSのコンフィギュレーションを行う前に，以下
のことがらを実行済みであることを確認してください。

• System Authorization File (SYSUAF)データベース及び RIGHTSLIST
データベースを作成してください。これらが存在しないシステムでは
TCPIP$CONFIG.COMコンフィギュレーション・プロシージャが失敗しま
す。

• キュー・マネージャを作成し，起動してください。キュー・マネージャは
実行している必要があります。 SMTPあるいは LPDといったキューを使
用するサービスを有効にする場合，特に重要です。

通常キュー・マネージャは省略時の設定で有効になっています。キュー・
マネージャが実行中であるかどうかを調べるために, OpenVMSの DCLプ
ロンプトで以下のコマンドを入力してください。

$ SHOW QUEUE/MANAGER

キュー・マネージャが実行中の場合，以下のように表示されます (以下は
ノード名が ACMEの場合です)。

Queue manager SYS$QUEUE_MANAGER, running, on ACME::

以下が表示された場合，必要なキュー・ファイルがまだ作成されていませ
ん。OpenVMSを最初にインストールした直後はこれらのファイルは存在
しておらず，作成する必要があります。

-RMS-E-FNF, file not found

これらのファイルを作成するために，OpenVMSの DCLプロンプトで以
下のコマンドを入力してください。

$ START/QUEUE/MANAGER/NEW.

詳細は『HP OpenVMS System Manager’s Manual: Essentials』を参照
してください。また， SYS$MANAGER:SYSTARTUP_VMS.TEMPLATE
ファイルにも情報が記載されています。
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3.1 推奨するTCP/IP Servicesのコンフィギュレーション手順

表 3–1に， TCP/IP Servicesのコンフィギュレーション手順，およびそれらの作業に
ついて説明している箇所を示します。

表 3–1 TCP/IP Servicesのコンフィギュレーション

手順 作業 参照箇所

1 TCPIP$CONFIGを実行する前の準備作業としてシステム情報を収
集する。

第 1.3節

2 必要な場合， TCP/IPホストとして機能するよう，システムを
OpenVMSクラスタに追加する

第 3.2節

3 TCPIP$CONFIGを実行する。 (あるいは，手順 4に示すように自
動的に TCP/IP Servicesのコンフィギュレーションを行う。)シス
テムで TCP/IP Services V4.xのコンフィギュレーションを行ってい
る場合には，プロンプトに答えることで，既存データベースを変換
するか，または新しいデータベースを作成する。

第 3.4節

4 希望する場合には， DHCPサーバにより自動的に TCP/IP Services
ソフトウェアのコンフィギュレーションを行う。

第 3.3節

5 TCPIP$CONFIGを使用して， TCP/IP Servicesのコア環境，クラ
イアントおよびサーバのコンフィギュレーションを手動で行う。

3.4.4から 3.4.6

6 必要に応じて， TCPIP$CONFIGを使用して，オプションの構成
要素のコンフィギュレーションを行う。

第 3.4.7項

7 TCP/IP Servicesを起動する。 第 3.6節

8 コンフィギュレーションを検証する。 第 3.9節

9 必要に応じて，追加のコンフィギュレーションを実行する。 第 3.10節

注意

TCP/IP Servicesソフトウェアに対して行なわれたコンフィギュレーションの
変更を有効にするには，このソフトウェアを起動するあるいは再起動する必
要があります。詳細は第 3.6節を参照してください。

3.2 OpenVMSクラスタへのシステムの追加

TCP/IP Services Version 5.5の TCPIP$CONFIG.COMコンフィギュレーション・
プロシージャは，以前のバージョンより大きなシステム・パラメータ値を指定して
OpenVMSアカウントを作成します。新規に作成したアカウントだけが大きな値を持
ちます。これらの値はOpenVMS Alphaシステムでも役に立ちますが，OpenVMS
I64システムでは必須です。
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OpenVMS I64システムを TCP/IPホストとしてOpenVMSクラスタに追加させる場
合， TCP/IP Servicesのコンフィギュレーションを行う前にシステムをクラスタに追
加することを推奨します。第 3.2.1項に記したガイドラインはこの推奨に従っている
ことを前提にしています。

システムをクラスタに追加する前に TCP/IP Servicesのコンフィギュレーションを行
った場合は第 3.2.2項を参照してください。

3.2.1 新たにコンフィギュレーションしたシステムのクラスタ内での実行

以下の推奨は，システムをOpenVMSクラスタに追加した後に TCP/IP Servicesのコ
ンフィギュレーションを実行していることを前提としています。

TCP/IP Servicesが以前にこのクラスタ内のあるノードにインストールされており，
このシステムで TCP/IPコンポーネントを実行する際に問題が生じている場合，クラ
スタの SYSUAFを変更し，問題のあるコンポーネントが使用するアカウントのパラ
メータ値を増加させてください。最小推奨値が表 3–2に記載されています。

表 3–2 SYSUAFパラメータの最小値

パラメータ 最小値

ASTLM 100

BIOLM 400

BYTLM 108000

DIOLM 50

ENQLM 100

FILLM 100

PGFLQUOTA1 50000

TQELM 50

WSEXTENT 4000

WSQUOTA 1024

1本パラメータの設定値が特に重要です。

PGFLQUOTAあるいはその他の記載されたパラメータの値が非常に小さい場合，
IMAP，DHCP，および XDMコンポーネントはアカウント・パラメータの問題を
引き起こすことがあります。 SYSUAFのパラメータを変更するために，OpenVMS
の AUTHORIZEユーティリティを使ってください。詳細は『HP OpenVMS System
Management Utilities Reference Manual: A-L』を参照してください。

TCP/IP Servicesのコンフィギュレーション 3–3



3.2.2 システムをクラスタに追加する前に行う TCP/IP Servicesのコンフィギュレ
ーション

システムをクラスタに追加する前に TCP/IP Servicesのコンフィギュレーションを
行った場合，システムにクラスタを追加すると各 TCP/IPサービスの SYS$LOGIN
ディレクトリ (TCPIP$service-name,ただしservice-nameはサービスの名前)の
所有者UICが異る場合があります。これらのUICを修正するためにOpenVMS
AUTHORIZEユーティリティを使ってください。

3.3 DHCPクライアントを使用したTCP/IP Servicesの自動コンフィ
ギュレーション

TCP/IP Services V5.5ではDHCPクライアントをサポートしています。DHCPクラ
イアントを使用すると，DHCPサーバにより自動的にシステムのコンフィギュレー
ションを行うことができます。次のいずれかの方法により，これを行うことができま
す。

• システムで TCP/IP Servicesのコンフィギュレーションを一度も行っ
たことがない場合は， TCP/IP Servicesスタートアップ・プロシージャ
SYS$STARTUP:TCPIP$STARTUP.COMを実行することができます。スタ
ートアップ・プロシージャで， TCP/IP Servicesソフトウェアのコンフィギュレ
ーションをまだ行ったことがないことが検出されると，DHCPクライアントでホ
ストのコンフィギュレーションを行うかどうかの問い合わせがあります。 YESと
応答してください。

スタートアップ・プロシージャは TCPIP$CONFIGを起動し，これにより DHCP
クライアントのための環境が設定され，DHCPクライアントの制御下に置かれる
インタフェースでコンフィギュレーションされていないものがあれば指定されま
す。プロシージャは，次のサービスのセットを自動的に有効にします。

FTPクライアント

TELNETクライアント

TELNETサーバ

SMTP

DHCPの詳細については，『HP TCP/IP Services for OpenVMS Management』
を参照してください。

• TCPIP$CONFIGを実行します。「Core Environment Configuration」メニュー
からオプション 2を選択してインターネット・インタフェースのコンフィギュレ
ーションを行ったのち，「Interface Configuration」メニューからオプション 2
を選択します。次の例を参照してください。
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Configuration options:

1 - Configure interface manually (Current default)
2 - Let DHCP configure interface

必要に応じて， TCPIP$CONFIGを使用して追加のサービスやパラメータのコン
フィギュレーションを行うこともできます。

3.4 TCPIP$CONFIGの実行

TCPIP$CONFIGコンフィギュレーション・プロシージャは，次の操作を行うメニュ
ーを表示します。

• システムでサービスを使用できるように選択を行う。省略時の設定を選択する場
合には， Returnキーを押す。

• TCP/IP Servicesソフトウェアを起動または終了する。

• コンフィギュレーションを検証する。

最初に，次のコマンドを入力します。

$ @SYS$MANAGER:TCPIP$CONFIG

3.4.1 既存の TCP/IP Servicesコンフィギュレーション・ファイルの変換 (アップ
グレードの場合のみ)

システムに TCP/IP Services for OpenVMS V4.x (UCX)のコンフィギュレーションが
存在し，そのシステムで V5.xの製品のコンフィギュレーションをまだ一度も行ってい
ない場合には，プロシージャが開始されると， TCP/IP Services V4.x (UCX)のコン
フィギュレーション・ファイルを変換するかどうかの問い合わせがあります。

Convert the old configuration files [Y]

プロシージャは，プロンプトに対してNOと応答しない限り，既存のコンフィギュレ
ーション・ファイルを新しいコンフィギュレーション・ファイルに変換します。

この製品のコンフィギュレーションをすでに行っている場合，プロシージャは新しい
コンフィギュレーション・ファイルを作成しないことを示します。

Checking TCP/IP Services for OpenVMS configuration database files.

No new database files were created.

次のサンプル出力は， TCPIP$CONFIGプロシージャの先頭部分と，以前のコンフィ
ギュレーションの変換を確認する部分を示しています。
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TCP/IP Network Configuration Procedure

This procedure helps you define the parameters required
to run HP TCP/IP Services for OpenVMS on this system.

NOTE:
TCP/IP has been previously configured from an earlier version
of this product. You can avoid a complete reconfiguration of
TCP/IP by allowing this procedure to automatically convert the
old configuration files. If you choose not to do this now, you
will not be asked again. At the end of the conversion you will
be able to further modify your configuration.

Convert the old configuration files [Y]: Return

Preparing files for conversion...

UCX$SERVICE.DAT --> TCPIP$SERVICE.DAT
UCX$HOST.DAT --> TCPIP$HOST.DAT
UCX$NETWORK.DAT --> TCPIP$NETWORK.DAT
UCX$ROUTE.DAT --> TCPIP$ROUTE.DAT
UCX$PROXY.DAT --> TCPIP$PROXY.DAT
UCX$CONFIGURATION.DAT --> TCPIP$CONFIGURATION.DAT
UCX$EXPORT.DAT --> TCPIP$EXPORT.DAT
UCX$PRINTCAP.DAT --> TCPIP$PRINTCAP.DAT

No new database files were created.

FTP SERVER Configuration

LPD SERVER Configuration

Service is not defined in the SYSUAF.
Nonprivileged user access is not enabled.

By default, HP TCP/IP Services for OpenVMS configures
LPD such that nonprivileged users cannot modify queue entries.

Creating TCPIP$AUX identifier with a value of 3655

HP TCP/IP Services for OpenVMS supports Line Printer Daemon
Protocol (see RFC 1179).

LPD requires the following:
- Name of the local queue
- Name of the remote queue
- Name of the remote host
- Spooling directory for the local queue

To add or delete printers in the TCPIP PRINTCAP database, use the
$RUN SYS$SYSTEM:TCPIP$LPRSETUP command.

.

.

.
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3.4.2 新しい TCP/IP Servicesコンフィギュレーション・ファイルの作成

前のバージョンの TCP/IP Servicesのコンフィギュレーションが存在しない場合に
は，プロシージャは，次の出力例に示されているように，最初にコンフィギュレーシ
ョン・データスベース・ファイルを作成します。

TCP/IP Network Configuration Procedure

This procedure helps you define the parameters required
to run HP TCP/IP Services for OpenVMS on this system.

Checking TCP/IP Services for OpenVMS configuration database files.

Creating SYS$COMMON:[SYSEXE]TCPIP$SERVICE.DAT
Creating SYS$COMMON:[SYSEXE]TCPIP$HOST.DAT
Creating SYS$COMMON:[SYSEXE]TCPIP$NETWORK.DAT
Creating SYS$COMMON:[SYSEXE]TCPIP$ROUTE.DAT
Creating SYS$COMMON:[SYSEXE]TCPIP$PROXY.DAT
Creating SYS$COMMON:[SYSEXE]TCPIP$CONFIGURATION.DAT

HP TCP/IP Services for OpenVMS requires a definition for
at least one interface. There are no interfaces defined
on this system.

Please select the Interface option from the Core Environment Menu.

3.4.3 コンフィギュレーション・メニューについて

コンフィギュレーション・ファイルの変換または作成が完了すると，メインのコンフ
ィギュレーション・メニューが表示されます。

HP TCP/IP Services for OpenVMS Configuration Menu

Configuration options:

1 - Core environment
2 - Client components
3 - Server components
4 - Optional components

5 - Shutdown HP TCP/IP Services for OpenVMS
6 - Startup HP TCP/IP Services for OpenVMS
7 - Run tests

A - Configure options 1 - 4
[E] - Exit configuration procedure

Enter configuration option:

メニューでは次のオプションを選択できます。
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オプション 説明

1 Core Environment (コア
環境)

TCP/IPアーキテクチャのネットワーク，インターネット，およびトランスポ
ート層に関連付けられたソフトウェアのコンフィギュレーションを行います
(第 3.4.4項)。

2 Client Components (クラ
イアント構成要素)

アプリケーション・ソフトウェアおよび関連するサービスのコンフィギュレ
ーションを行います (第 3.4.5項)。

3 Server Components (サ
ーバ構成要素)

サーバ・ソフトウェアおよび関連するサービスのコンフィギュレーションを
行います (第 3.4.6項)。

4 Optional Components
(オプションの構成要素)

Anonymous FTPアクセスを許可する場合， TELNETサーバ用に Kerberos
認証を有効にする場合， failSAFE IPサポートを有効にする場合，または
PATHWORKS for OpenVMS (Advanced Server)， Advanced Server for
OpenVMS， DECnet over TCP/IPなどの製品を実行したり， SRI (Stanford
Research Institute) QIOアプリケーション・プログラミング・インタフェー
スを使用する任意のアプリケーションの使用を許可する場合に必要なソフト
ウェアのコンフィギュレーションを行います (第 3.4.7項)。

5 Shutdown TCP/IP
Services for OpenVMS
(シャットダウン)

TCP/IP Servicesを停止します (第 3.7節)。

6 Startup TCP/IP Services
for OpenVMS (スタート
アップ)

TCP/IP Servicesを開始します (第 3.8節)。

7 Run Tests (テストの実行) インストレーション検証プロシージャを実行します (第 3.9節)。

A Configure options 1 - 4
(オプションのコンフィギ
ュレーション)

TCP/IP Servicesのすべての構成要素 (コア，クライアント，サーバ，および
オプションのサービス)のコンフィギュレーションを行います。プロシージャ
により，コンフィギュレーション・オプションが提供されます。

E Exit the configuration
procedure (コンフィギュ
レーション・プロシージ
ャの終了)

システム・プロンプトに戻ります。

注意

TCP/IP Services製品を始めて使用する場合には， TCPIP$CONFIGコンフィ
ギュレーション・プロシージャにより提供されるコンフィギュレーション・
メニューを使って製品のコンフィギュレーションを行うこと (オプション 1か
ら 4，あるいはオプション Aを使用)お勧めします。

TCP/IP Servicesのコンフィギュレーションの経験がある場合には，
TCPIP$CONFIGを実行するときに 1つ以上のコマンド・パラメータを追
加することで，コンフィギュレーション・メニューをスキップすることがで
きます。コマンド・パラメータについては，第 3.5節を参照してください。

3.4.4 コア環境のコンフィギュレーション

「Core Environment Configuration」メニューを表示するには，メインのコンフィ
ギュレーション・メニューからオプション 1 (Core environment)を選択します。
TCP/IP Servicesのすべての構成要素のコンフィギュレーションを行うために，メイ
ンのコンフィギュレーション・メニューからオプション Aを選択すると，まず「Core
Environment Configuration」メニューが表示されます。以降に示すサンプル出力
は，オプション Aを選択した場合の処理の進行を示しています。
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Domain， Interfaces，および Routingサービスのコンフィギュレーションは必須で
す。 BIND Resolverおよび Time Zoneはオプションです。

注意

DHCPクライアントの制御下でインタフェースを設定するには，
「Interfaces」メニュー (オプション 2)を使用します。 DHCPクライアン
ト・インタフェースをプライマリとしてマークする場合には，他のコア環境
構成要素を設定する必要がないことがあります。これらの構成要素が DHCP
でコンフィギュレーションされているかどうかについてネットワーク管理者
に問い合わせてください。詳細については， DHCPクライアントのドキュメ
ントを参照してください。

HP TCP/IP Services for OpenVMS Core Environment Configuration
Menu

Configuration options:

1 - Domain
2 - Interfaces
3 - Routing
4 - BIND Resolver
5 - Time Zone

A - Configure options 1 - 5
[E] - Exit menu

Enter configuration option: A Return

注意

IPv6を有効にするために TCPIP$IP6_SETUP.COMプロシージャを実行
した後， TCPIP$CONFIG.COMコマンド・プロシージャを実行すると，
TCPIP$CONFIG.COMは，コア環境コンフィギュレーション・オプション
を表示する前に以下の警告メッセージを表示します。詳細は『HP TCP/IP
Services for OpenVMS Guide to IPv6』を参照してください。

- WARNING -
This node has been configured for IPv6. If you make any additional
changes to the configuration of the interfaces, you must run
TCPIP$IP6_SETUP again and update your host name information in
BIND/DNS for the changes to take effect.

以降の各項には，コア環境構成要素のサンプル出力を示しています。サンプルは，
他の TCP/IP Servicesのコンフィギュレーションが存在するシステムでの TCP/IP
Services製品のコンフィギュレーションの場合です。 TCP/IP Servicesを新規にイン
ストールする場合には出力が異なります (付録 Aを参照)。

準備したコンフィギュレーション・プラニング・ワークシート (第 1.3節)の情報を使
用して，メニューの質問に対する応答を入力してください。
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3.4.4.1 ドメインのコンフィギュレーション

次は，ドメインのコンフィギュレーションを行うサンプル出力です。

DOMAIN Configuration

Enter Internet domain [budget.acme.com]: Return

3.4.4.2 インタフェースのコンフィギュレーション

次は，インターネット・インタフェースのコンフィギュレーションを行うサンプル出
力です。

INTERFACE Configuration

The Ethernet device(s) on your system are: EWA0:

Start of configuration questions for Internet interface WE0.
WE0 is the Ethernet device EWA0:

Interface: WE0
IP_Addr: 10.10.1.1 NETWRK: 255.0.0.0 BRDCST: 10.10.2.255
C_Addr: C_NETWRK: C_BRDCST:

Flags:
Receive buffer: 0

HP TCP/IP Services for OpenVMS Interface WE0 Reconfiguration
Menu

Reconfiguration options:

1 - Configure interface manually (Current default)
2 - Let DHCP configure interface

[E] - Exit menu (Do not reconfigure interface WE0)

Enter configuration option: Return

この例では，インタフェースに対して何の変更も行われません。 failSAFE IPフェ
イルオーバ・サポートのためにスタンバイ用のインターフェース IPアドレスのコン
フィギュレーションを行う場合は，第 3.4.4.3項を参照してください。それ以外は第
3.4.4.4項へ進んでください。

3.4.4.3 failSAFE IPアドレスのコンフィギュレーション

ひとつのノードあるいはクラスタ全体の複数のインターフェースに対して failSAFE
IPが割り当てる，スタンバイ用の IPアドレスのコンフィギュレーションを行いま
す。例えば，ネットワーク・インターフェース・コントローラの故障，ケーブルの破
損あるいは接続断が生じた場合， failSAFE IPはスタンバイ用 IPアドレスを有効に
し，代わりのインターフェースがネットワーク接続の管理を引き継ぎます。スタンバ
イ用にアドレスが予めコンフィギュレーションされていない場合は， failSAFE IPは
故障したインターフェースからアドレスを削除します。

故障したインターフェースが復旧した場合， failSAFE IPはこれを検出し，元のアド
レスを付与します。
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次の手順でスタンバイ IPアドレスのコンフィギュレーションを行います。

1. 「Core Environment Configuration」メニューでオプション 2 (Interfaces)を選
択する。「Interface Configuration」メニューが表示される。

2. 「Interface Configuration」メニューで，オプション 1 (Configure interface
manually)を選択する。ホスト名，インターネット・アドレス，ネットワーク・
マスクおよびブロードキャスト・マスクなど，インターフェース固有の情報に関
する問い合わせに答えてインタフェースのコンフィギュレーションを行う。次の
例では， IPアドレス 10.10.1.1がインターフェースWE0に対してコンフィギュ
レーションされました。

注意

failSAFE IPv6アドレスのコンフィギュレーションの詳細は『第 4.3節』を参
照してください。

HP TCP/IP Services for OpenVMS Interface WE0 Configuration Menu

Configuration options:

1 - Configure interface manually
2 - Let DHCP configure interface

[E] - Exit menu (Do not configure interface WE0)

Enter configuration option: 1 Return

Enter fully qualified host name [delite.budget.acme.com]: Return

Enter Internet address for delite [10.10.1.1]: Return

Enter Internet network mask for delite [255.0.0.0]: Return

Enter broadcast mask for delite [10.10.2.255]: Return

The following parameters will be used to define the
Internet interface WE0:

Host name: delite
Internet address: 10.10.1.1
Network mask: 255.0.0.0
Broadcast mask: 10.10.2.255

* Is the above correct [YES]: Return

この例に示すとおり，コンフィギュレーション・プロシージャは入力したインタ
ーフェース情報を表示し，正しいかどうかの確認を要求します。情報が正しい場
合は YESを入力してください。

3. 次に，コンフィギュレーション・プロシージャは failSAFE IPに関する情報を表
示します。次の例に示すとおり， failSAFE IP用のターゲットのコンフィギュレ
ーションを行うかどうかの問い合わせがあります。 YESを入力してください。
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failSAFE IP

failSAFE IP uses multiple Network Interface Controllers
(NICs) to provide high availability of IP addresses.
In the event of a NIC failure, (e.g. any event
preventing the NIC from receiving data), all IP
addresses associated with the failed NIC are reassigned
to a preconfigured failover target.

In a cluster configuration, the IP address may be
preconfigured on NICs across other cluster members.
This provides cluster-wide failover for the IP address.

See the management guide for more configuration options.
You will be asked what other NICs on this node will
act as failover targets.

* Configure failover target for failSAFE IP [NO]: YES Return

4. コンフィギュレーション・プロシージャはフェイルオーバ用に利用可能な他のイ
ンターフェースの一覧を表示し， failSAFE IP用のインターフェースを指定する
よう要求します。次の例では，インターフェース IE0と IE1が failSAFE IP用の
スタンバイ用アドレスを使ってコンフィギュレーションされました。全ての利用
可能なインターフェースを指定し終わった場合，または問い合せに対して Return
キーを押した場合にフェイルオーバのコンフィギュレーションは終了します。

Interfaces available for failover are:

IE0 IE1

Enter an interface for failSAFE IP: IE0 Return

Interfaces available for failover are:

IE1

Enter an interface for failSAFE IP: IE1 Return

5. スタンバイ用 IPアドレスのコンフィギュレーションを終えた後，第 3.4.7.2項に
記載された手順により， failSAFE IPサービスのコンフィギュレーションを行
い，有効にしてください。

注意

TCP/IP管理用の SET INTERFACEコマンドまたはifconfigユーティリティを
使って， failSAFE IPアドレスのコンフィギュレーションを手動で行うことが
できます。ifconfigユーティリティはより深いレベルの管理コントロールを
提供するため，より複雑な環境での使用を推奨します。詳細は『HP TCP/IP
Services for OpenVMS Management』を参照してください。
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3.4.4.4 動的経路選択のコンフィギュレーション

次のサンプル出力は，動的経路選択のコンフィギュレーションの場合です。

DYNAMIC ROUTING Configuration

Dynamic routing has not been configured.

You may configure dynamic ROUTED or GATED routing.
You cannot enable both at the same time. If you want
to change from one to the other, you must disable the
current routing first, then enable the desired routing.

If you enable dynamic ROUTED routing, this host will use the
Routing Information Protocol (RIP) - Version 1 to listen
for all dynamic routing information coming from other
hosts to update its internal routing tables.
It will also supply its own Internet addresses to
routing requests made from remote hosts.

If you enable dynamic GATED routing, you will be able to
configure this host to use any combination of the following
routing protocols to exchange dynamic routing information
with other hosts on the network:

Routing Information Protocol (RIP) - Version 1 & 2
Router Discovery Protocol (RDISC)
Open Shortest Path First (OSPF)
Exterior Gateway Protocol (EGP)
Border Gateway Protocol (BGP-4)
Static routes

* Do you want to configure dynamic ROUTED or GATED routing [NO]: YES Return

* Do you want to enable GATED routing configuration [NO]: Return

ROUTED option

If you enable the ’supply’ option of dynamic routing,
this host will supply dynamic routing information to
other hosts on the network whether it is acting as an
internetwork gateway or not.

* Do you want this host to supply its dynamic routing information [NO]: Return

3.4.4.5 BINDリゾルバのコンフィギュレーション

DNSは Berkeley Internet Name Domain (BIND)ソフトウェアにより実装されまし
た。HP TCP/IP Services for OpenVMSはInternet Software Consortium’s (ISC)
BINDバージョン 9をベースとした BINDサーバを実装しています。

次のサンプル出力は， BINDリゾルバのコンフィギュレーションを示しています。

TCP/IP Servicesのコンフィギュレーション 3–13



A BIND resolver has already been configured.

BIND Resolver Configuration

Transport: UDP
Domain: budget.acme.com
Retry: 4
Timeout: 4
Servers: island.budget.acme.com
Path: No values defined

* Do you want to reconfigure BIND [NO]: Return

この例では， BINDリゾルバに対して何の変更も行われません。

3.4.4.6 標準時間帯のコンフィギュレーション

次は，標準時間帯のコンフィギュレーションを行うサンプル出力です。

TCPIP uses timezone information provided by the OpenVMS Operating
System. No additional timezone configuration is needed for TCPIP
when the operating system is configured correctly.

This section verifies the current OpenVMS timezone configuration.
A warning message (TCPIP-W-) indicates that corrective action should
be taken. TCPIP will appear to operate but components may display
either the wrong time or a time inconsistent with other applications.

%TCPIP-I-INFO, Logical name SYS$TIMEZONE_RULE found.
-TCPIP-I-INFO, Software for automatic Summer/Winter time (TDF) change
-TCPIP-I-INFO, is present.
-TCPIP-I-INFO, Further action to ensure TDF change is not necessary.

%TCPIP-I-NORMAL, timezone information verified

Press Return to continue ...

コア環境のコンフィギュレーションの後， Returnキーを押すか，オプション Eを
選択して，「Core Environment」メニューを終了します。 TCP/IP Servicesのすべ
ての構成要素のコンフィギュレーションを行うために，メインのコンフィギュレー
ション・メニューからオプション Aを入力した場合は，次に「Client Components
Configuration」メニューが表示され，それ以外の場合，プロシージャはメインのコ
ンフィギュレーション・メニューに戻ります。

3.4.5 クライアント環境のコンフィギュレーション

「Client Components Configuration」メニューを表示するには，メインのコンフィ
ギュレーション・メニューからオプション 2 (Client components)を選択します。
TCP/IP Servicesのすべての構成要素のコンフィギュレーションを行うために，メ
インのコンフィギュレーション・メニューからオプション Aを選択した場合には，
コア環境サービスのコンフィギュレーションが終了すると，「Client Components
Configuration」メニューが自動的に表示されます。
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「Client Components Configuration」メニューからオプション Aを選択して，すべ
てのクライアント・サービスのコンフィギュレーションを行います。代わりの方法と
して， 1度に 1つのクライアント構成要素のコンフィギュレーションを行うこともで
きます。以降に示すサンプル出力は，オプション Aを選択した場合の処理の進行を示
しています。

注意

TCP/IP Services V5.4から，セキュアなログイン，リモート・コマンドの実
行，ファイルのコピーおよびファイルの転送を行うためのセキュア・シェル
(SSH)のコンフィギュレーションを行い使用することができます。 SSHソ
フトウェアのコンフィギュレーション，管理および使い方については『HP
TCP/IP Services for OpenVMS Guide to SSH』を参照してください。

本バージョンの TCP/IP Servicesの SSHクライアントとサーバは以前のバー
ジョンの SSHで作成したコンフィギュレーション・ファイルを使用すること
ができません。 SSHクライアントとサーバが古いバージョンの SSHで作成
したコンフィギュレーション・ファイルを検出した場合，クライアントとサ
ーバの起動に失敗します。詳細は TCP/IP Servicesのリリース・ノートを参
照してください。

HP TCP/IP Services for OpenVMS Client Components Configuration Menu

Configuration options:

1 - DHCP Client Disabled Stopped
2 - FTP Client Enabled Stopped
3 - NFS Client Enabled Started
4 - REXEC and RSH Enabled Started
5 - RLOGIN Enabled Started
6 - SMTP Enabled Started
7 - SSH Client Enabled Stopped
8 - TELNET Enabled Started
9 - TELNETSYM Disabled Stopped

A - Configure options 1 - 9
[E] - Exit menu

サンプルの「Client Components Configuration」メニューでは，ほとんどの
クライアントが有効で，そのすべてが停止していることに注意してください。
クライアントは， TCP/IP Servicesコンフィギュレーション・データベース
(TCPIP$CONFIGURATION.DAT)で有効になっている場合，有効になります。
有効なサービスは，次に TCP/IP Servicesが起動されるときに起動されます。そのサ
ービスのコンギフュレーション・メニューから「Start service」オプションを選択す
ると， TCP/IP Servicesを再起動しなくても，特定のサービスを起動 (または停止)す
ることもできます。また，第 3.11.3項で説明するように，コマンド・プロシージャを
使用することにより，特定のサービスを起動または停止することができます。
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サービスの最初のステータスは，システムに他のTCP/IP Servicesをインストールし
ているかどうかや，ソフトウェアまたは個々のサービスを起動しているかどうかによ
って異なります。新しいシステムでは，すべてのサービスが無効になっています (省
略時の設定)。サービスのステータスは，「Core Environment」メニューでの選択に
よっても影響を受けます。

リソースの消費を最小限にするには，確実に使用するサービスだけを有効にして起動
します。使用する予定のないサービスは無効にします。

すべてのクライアント・サービスのコンフィギュレーションを行うには，オプション
Aを選択します。

次は， FTPクライアントのコンフィギュレーションの出力例です。他のクライアン
トのコンフィギュレーション出力は，異なることがあります。関連するサーバを持つ
クライアント (FTPなど)のコンフィギュレーションを行った後は，対応するサーバの
コンフィギュレーションを行うかどうかの問い合わせがあります。

Enter configuration option: 2 Return

FTP CLIENT Configuration

Service is enabled on specific node.
Service is stopped.

FTP CLIENT configuration options:

1 - Disable service on this node

2 - Start service on this node

[E] - Exit FTP_CLIENT configuration

Enter configuration option: 1 Return

The FTP SERVER is enabled.

* Do you want to configure the FTP SERVER [NO] ? Return

前述の例では， FTPクライアントは元々有効になっており，オプション 1を選択し
て無効にします。コンフィギュレーション・プロシージャは，現在 FTPサーバが有
効になっており，同様にコンフィギュレーションを行うかどうかを問い合わせます。

次の例は，無効になっている FTPクライアントを有効にする場合のコンフィギュレ
ーション出力を示しています。
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FTP CLIENT Configuration

Service is not enabled.
Service is stopped.

FTP CLIENT configuration options:

1 - Enable service on this node

2 - Enable & Start service on this node

[E] - Exit FTP_CLIENT configuration

Enter configuration option: 2 Return

前述の例と同様，この例でも， TCP/IP Servicesソフトウェアはすでに起動されてい
るため，クライアントを有効にするオプションに加えて，クライアントを起動するオ
プションもあります。オプション 1を選択すると， FTPサービスが有効にされて，
TCP/IP Servicesが次に起動されるときに FTPが起動されます。オプション 2を選択
すると， FTPサービスが直ちに起動され，その後は TCP/IPカーネルが起動されるた
びに起動されます。

TCP/IP Servicesソフトウェアがまだ起動されていない場合，「FTP Client
Components Configuration」メニューには，次の例のように，サービスを有効
にするオプションしか表示されません。

1 - Enable service on this node

[E] - Exit FTP_CLIENT configuration

クライアント構成要素環境のコンフィギュレーションを行った後， Returnキーを押
すか，またはオプション Eを選択して，「Client Components」メニューを終了しま
す。すべての TCP/IP Services構成要素のコンフィギュレーションを行うために，メ
インのコンフィギュレーション・メニューからオプション Aを選択した場合には，
次に「Server Components Configuration」メニューが表示され，それ以外の場合に
は，プロシージャはメインのコンフィギュレーション・メニューに戻ります。

3.4.6 サーバ環境のコンフィギュレーション

「Server Components Configuration」メニューを表示するには，メインのコンフィ
ギュレーション・メニューからオプション 3 (Server components)を選択します。
TCP/IP Servicesのすべての構成要素のコンフィギュレーションを行うためにメイン
のコンフィギュレーション・メニューからオプション Aを選択した場合には，クラ
イアント・サービスのコンフィギュレーションが終了すると，「Server Components
Configuration」メニューが自動的に表示されます。

注意

TCP/IP Services V5.4から，セキュアなログイン，リモート・コマンドの実
行，ファイルのコピーおよびファイルの転送を行うためのセキュア・シェル
(SSH)のコンフィギュレーションを行い使用することができます。 SSHソ
フトウェアのコンフィギュレーション，管理および使い方については『HP
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TCP/IP Services for OpenVMS Guide to SSH』および TCP/IP Servicesリ
リース・ノートを参照してください。

HP TCP/IP Services for OpenVMS Server Components Configuration Menu

1 - BIND Enabled Started 12 - NTP Enabled Started
2 - BOOTP Disabled Stopped 13 - PC-NFS Enabled Started
3 - DHCP Disabled Stopped 14 - POP Enabled Started
4 - FINGER Enabled Started 15 - PORTMAPPER Enabled Started
5 - FTP Enabled Started 16 - RLOGIN Enabled Started
6 - IMAP Disabled Stopped 17 - RMT Disabled Stopped
7 - LBROKER Disabled Stopped 18 - SNMP Enabled Stopped
8 - LPR/LPD Disabled Stopped 19 - SSH Enabled Started
9 - METRIC Enabled Started 20 - TELNET Enabled Started
10 - NFS Enabled Started 21 - TFTP Enabled Started
11 - LOCKD/STATD Disabled Stopped 22 - XDM Enabled Started

A - Configure options 1 - 22
[E] - Exit menu

Enter configuration option:

サーバは， TCP/IP Servicesコンフィギュレーション・データベース
(TCPIP$CONFIGURATION.DAT)に追加されている場合，起動が有効になり，
次に TCP/IP Servicesを起動するときに起動されます。そのサーバのコンフィギ
ュレーション・メニューから「Start service」オプションを選択すると， TCP/IP
Servicesを再起動しなくても，特定のサーバを起動 (または停止)することもできま
す。また，第 3.11.3項で説明するように，コマンド・プロシージャを使用することに
より，特定のサーバを起動または停止することができます。

サーバの最初のステータスは，システムに他の TCP/IP Servicesをインストールして
いるかどうかや，ソフトウェアまたは個々のサーバを起動しているかどうかによって
異なります。リソースの消費を最小限にするには，使用する予定のある特定のサーバ
を有効にして起動し，使用しないサーバは無効にします。オプション Aを選択する
と，すべてのサーバのコンフィギュレーションを行うことができます。

関連するクライアント・サービスを持つサーバ (FTPサーバとクライアントなど)で
は，サーバのコンフィギュレーションを行うと，対応するクライアントのコンフィギ
ュレーションを行うかどうかの問い合わせがあります。

注意

TELNETおよび RLOGINは，クライアント・メニューから有効にすることが
できます。 TELNETまたは RLOGINサーバを無効にしたい場合には，そのサ
ービスを無効にする必要があります。 TELNETサーバまたは RLOGINサーバ
を有効または無効にするには，「Client Components Configuration」メニュ
ーを使用して，適切なクライアントを選択し，「Disable & Stop service on
this node」オプションを選択することにより，サービスを無効にして停止し
ます。
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次は， XDMサーバのコンフィギュレーション出力の例です。他のサーバのコンフィ
ギュレーションでは，表示が異なることがあります。

Enter configuration option: 21 Return

XDM Configuration

Service is defined in the SYSUAF.
Service is not defined in the TCPIP$SERVICE database.
Service is not enabled.
Service is stopped.

XDM configuration options:

1 - Enable service on this node

[E] - Exit XDM configuration

Enter configuration option:

注意

XDMでは，次の DECwindowsの構成要素がインストールされている必要が
あります。

• SYS$COMMON:[SYSLIB]DECW$XLIBSHR.EXE

• SYS$COMMON:[SYSLIB]DECW$XTLIBSHRR5.EXE

TCPIP$CONFIGコンフィギュレーション・プロシージャは，これらの構成
要素がインストールされているかどうかをチェックします。見つからない場
合， TCPIP$CONFIGはユーザに通知し，後で XDMを起動しようとする前
に， XDMのコンフィギュレーションを行い DECwindowsの構成要素をイン
ストールするオプションを提供します。次のように，通知およびプロンプト
が表示されます。

XDM requires DECwindows components that are not installed.
Attempts to activate XDM will fail.

Type C to continue with XDM configuration, or E to exit [ E ]:

サーバ構成要素のコンフィギュレーションが終了すると， Returnキーを押すか，オ
プション Eを選択して，「Server Components Configuration」メニューを終了しま
す。 TCP/IP Servicesのすべての構成要素のコンフィギュレーションを行うために，
メインのコンフィギュレーション・メニューからオプション Aを選択した場合は，
「Optional Components Configuration」メニューが次に表示され，それ以外の場
合，プロシージャはメインのコンフィギュレーション・メニューに戻ります。
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3.4.7 オプションの構成要素のコンフィギュレーション

次のことを行うためには，オプション製品の構成要素のコンフィギュレーションが必
要になる場合があります。

• PATHWORKS for OpenVMS (Advanced Server)， Advanced Server for
OpenVMS，またはDECnet over TCP/IPソフトウェアを実行する。

• Stanford Research Institute (SRI)が提供するQIOアプリケーション・プログラ
ミング・インタフェース (API)を使用するアプリケーションを実行または開発す
る。

• Anonymous FTPアクセスを許可する。

• TELNETサーバ用のKerberos認証を初期化する。

• ノードあるいはクラスタが複数のインターフェースを持つ場合，ネットワーク・
インターフェース・カードの健全性を監視し，ひとつのインターフェースが故障
した場合，別なインターフェースにフェイルオーバすることで，ネットワークの
接続性を維持するために failSAVE IPを有効にする。

「Optional Components Configuration」メニューを表示するには，メインのコン
フィギュレーション・メニューからオプション 4 (Optional components)を選択し
ます。 TCP/IP Servicesのすべての構成要素のコンフィギュレーションを行うため
に，メインのコンフィギュレーション・メニューからオプション Aを選択した場
合は，サーバのコンフィギュレーションが終了した後，「Optional Components
Configuration」メニューが自動的に表示されます。

「Optional Components Configuration」メニューが表示され，次のメニュー・オプ
ションを選択できます。

HP TCP/IP Services for OpenVMS Optional Components Configuration
Menu

Configuration options:

1 - Configure PWIP Driver (for DECnet-Plus and PATHWORKS)
2 - Configure SRI QIO Interface (INET Driver)
3 - Set up Anonymous FTP Account and Directories
4 - Configure Kerberos Applications
5 - Configure failSAFE IP

A - Configure options 1 - 5
[E] - Exit menu

Enter configuration option:

PWIPドライバ， SRI QIOインターフェース， Anonymous FTPアカウントおよび
ディレクトリ， TELNET用Kerberos認証，および failSAFE IP (ひとつのノードま
たはクラスタ上の複数のインターフェースに対して IPアドレス・フェイルオーバ機
能を提供する)の中からシステムに適切なオプションを選択します。

3–20 TCP/IP Servicesのコンフィギュレーション



• PATHWORKS for OpenVMS (Advanced Server)， Advanced Server for
OpenVMS，またはDECnet over TCP/IPを実行する場合は，オプション 1を選
択して， PWIPドライバのコンフィギュレーションを行います。また，レイヤー
ド製品については，適切なドキュメントを参照してください。

• SRI QIO APIを使用するアプリケーションを実行または開発する場合は，オプシ
ョン 2を選択します。

• Anonymous FTPアクセスを許可する場合は，オプション 3を選択して，
Anonymous FTPアカウントとディレクトリを設定します。必要なユーザ識別コ
ード (UIC) (第 1.2.8項を参照)を取得して，ゲスト・ユーザのアクセス権の判定を
必ず行ってください。

• TELNETサーバ用にKerberos認証のセキュリティ機能を提供したい場合は，
オプション 4を選択してKerberosのコンフィギュレーションを行います。
Kerberosサポートのコンフィギュレーションの詳細については，第 3.4.7.1項を
参照してください。

• ひとつのノードあるいはクラスタ上の複数のインターフェースに対して IPア
ドレス・フェイルオーバ機能をを提供したい場合は，オプション 5を選択して
failSAFE IPのコンフィギュレーションを行います。 failSAFE IPサポートのコ
ンフィギュレーションの詳細については，第 3.4.7.2項を参照してください。また
『HP TCP/IP Services for OpenVMS Management』もあわせて参照してくださ
い。

次の例は， PWIPドライバのコンフィギュレーションを行う際に表示される出力を示
しています。

Enter configuration option: 1 Return

TCPIP Transport for DECnet and Pathworks Service Configuration

Service is enabled on specific node.
Service is stopped.

TCPIP Transport for DECnet and Pathworks Service configuration options:

1 - Disable service on this node

[E] - Exit PWIP_DRIVER configuration

Enter configuration option:

3.4.7.1 Kerberosサポートのコンフィギュレーションおよび有効化

Kerberosをサポートするために TELNETサービスのコンフィギュレーションを
行うには，次の手順に従います。Kerberosを使用するための前提条件および方
法を含め，Kerberosの詳細については，『HP TCP/IP Services for OpenVMS
Management』を参照してください。

注意

次の手順を開始する前に， TELNETサービスが停止されていることを確認し
てください。
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1. TCPIP$CONFIG.COMプロシージャのメインのコンフィギュレーション・メニュ
ーからオプション 2 (Client components)を選択します。

2. クライアント・サービスのリストから，オプション 6 (TELNET)を選択します。

3. 「TELNET Configuration」メニューからオプション 1 (Enable service on all
nodes)を選択します。これにより， TCPIP$TELNETのユーザ・アカウントとデ
ィレクトリが作成されます。

4. メインのコンフィギュレーション・メニューに戻ります。

5. メインのコンフィギュレーション・メニューからオプション 4 (Optional
components)を選択します。

6. 「Optional Components Configuration」メニューからオプション 4 (Configure
Kerberos Applications)を選択します。すると，次のメニューが表示されます。

Kerberos Applications Configuration Menu

TELNET Kerberos is not defined in the TCPIP$SERVICE database.

Configuration options:

1 - Add Kerberos for TELNET server
2 - Remove Kerberos for TELNET server

[E] - Exit menu

Enter configuration option:

7. 「Kerberos Applications Configuration」メニューからオプション 1 (Add
Kerberos for TELNET Server)を選択します。

8. コマンド・プロシージャを終了します。

9. TELNETサービスを起動するかどうかの問い合わせがあった場合には，Nを入力
します。

10.次の例に示すように， TELNETスタートアップ・プロシージャを実行して，
TELNETサービスを起動します。

$ @SYS$STARTUP:TCPIP$TELNET_STARTUP.COM
%TCPIP-I-INFO, image SYS$SYSTEM:TCPIP$TELNET_SERVER.EXE installed
%TCPIP-I-INFO, image SYS$SYSTEM:TCPIP$TELNET.EXE installed
%TCPIP-I-INFO, logical names created
%TCPIP-I-INFO, telnet service enabled
%TCPIP-I-INFO, telnet (kerberos) service enabled
%TCPIP-S-STARTDONE, TCPIP$TELNET startup completed

情報メッセージで TELNET Kerberosサービスが有効になったことを確認しま
す。
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3.4.7.2 failSAFE IPサポートのコンフィギュレーションと有効化

failSAFE IPのコンフィギュレーションを行うには，次の手順に従います。

1. 第 3.4.4.3項で説明するように，各ホーム・インターフェースのフェイルオーバ先
のインターフェースである，フェイルオーバ先のスタンバイ IPアドレスのコンフ
ィギュレーションを行う。

2. 「Optional Components Configuration」メニューのオプション 5 (Configure
failSAFE IP)を選択し， failSAFE IPサポートのコンフィギュレーションを行
う。

さらに， failSAFE IP IPv6アドレスのコンフィギュレーションを行うことができま
す。詳細は第 4.3節を参照してください。

「Optional Components Configuration」メニューのオプション 5を選択すると，次
のメニューが表示されます。このメニュー中，オプション 1 (Enable service on all
nodes)はクラスタのコンフィギュレーション時にのみ表示されます。クラスタ内の全
てのノードに対して failSAFE IPを有効にする場合はオプション 1を選択してくださ
い。ローカル・ノードに対してのみ failSAFE IPを有効にする場合はオプション 2を
選択してください。

failSAFE configuration options:

1 - Enable service on all nodes
2 - Enable service on this node

3 - Enable & Start service on this node

[E] - Exit FAILSAFE configuration

Enter configuration option:

failSAFE IPに関する詳細は『HP TCP/IP Services for OpenVMS Management』
を参照してください。

3.5 TCPIP$CONFIGメニューをバイパスするためのTCPIP$CONFIG
オプション・コマンドの使用

TCP/IP Services製品に精通しているユーザであれば，次の手順を実行することで，
コンフィギュレーション・メニューをバイパスして，直接機能を使用可能または使用
不能に設定することができます。

1. SYSTEMアカウントにログインします。

2. 次に示す書式を使い， TCPIP$CONFIGコマンド・プロシージャを実行し，コマ
ンド行に適切なオプションとキーワードを入力します。

$ @SYS$MANAGER:TCPIP$CONFIG [option] {DISABLE | ENABLE} [CLUSTER]
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このフォーマットで，optionには，次の表に示すいずれかのオプションを指定し
ます。表では，DISABLE， ENABLE，および CLUSTERキーワードの機能に
ついても説明しています。

オプション 説明

ALL コア環境とすべてのクライアントおよびサーバ・サービスのコンフ
ィギュレーションを行う。

CLIENT すべてのクライアント・サービスと関連するソフトウェアのコンフ
ィギュレーションを行う。

MINIMUM ドメイン，インターネット・インタフェース， Rloginクライアン
ト， FTPクライアント， FTPサーバ， TELNETクライアント，
および TELNETサーバのコンフィギュレーションを行う。プロン
プトを表示してオプションの構成要素について問い合わせる。

SERVER すべてのサーバと関連するソフトウェアのコンフィギュレーション
を行う。

WORKSTATION BINDリゾルバ，ドメイン，動的経路選択，インターネット・イン
タフェース，標準時間帯，リモート・ログイン，リモート・シェ
ル，リモート実行， FTPクライアント， FTPサーバ， TELNET
クライアント， TELNETサーバ，および SMTPのコンフィギュレ
ーションを行う。

キーワード 説明

CLUSTER クラスタ全体を対象に，指定したすべての構成要素のコンフィギュ
レーションを行う (クラスタ単位のコンフィギュレーションができ
ない BINDサーバと SMTPを除く)。

ENABLE 指定した構成要素を使用可能にする。

DISABLE 指定した構成要素を使用不能にする。

たとえば，次のコマンドはクラスタ全体のクライアント・サービスを使用可能に
します。

$ @SYS$MANAGER:TCPIP$CONFIG CLIENT ENABLE CLUSTER

注意

このプロシージャは，クラスタ全体とノード単位の 2つのレベルで使用可能
と使用不能の設定ができるように実装されています (SMTPは例外で，ノード
単位のコンフィギュレーションのみ可能です)。

3.6 コンフィギュレーションの変更を有効にする

TCP/IP Servicesソフトウェアに対して行ったコンフィギュレーションの変更内
容は，変更を行ったサービスを起動 (または再起動)するまで有効になりません。
TCP/IP Servicesを再起動するか，表 3–3に示すように変更を行ったサービスを個別
に再起動してください。
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表 3–3 コンフィギュレーションの変更を有効にする

変更を行ったサービス 変更を有効にする方法 コメント

コア環境 (ドメイン，インターネ
ット・インターフェース，経路選
択， BINDリゾルバ，標準時間
帯)

TCP/IP Servicesソフトウェアを起動ある
いは再起動する。

テスト (検証プロシージャ)
の実行あるいは環境のカス
タマイズ前に行う。 TCP/IP
Servicesの起動方法は 3.8お
よび 3.11を参照。

クライアント，サーバ，あるいは
オプション・サービスのみ

コア環境に対して変更を行っていない場合
は，変更を行った個々のサービスのみを起
動または再起動する。各サービスのコン
フィギュレーション・メニューの「Start
service」オプションを選択する。あるいは
各サービスのスタートアップ・コマンド・
プロシージャを使う。

コア環境に対して変更を行った場合は，
TCP/IP Servicesを起動する。

各サービスのスタートアッ
プ・コマンド・プロシージャ
については第 3.11.3項を参
照。

注意

第 3.11節で説明するように，OpenVMSオペレーティング・システムがリブ
ートされるたびに TCP/IP Servicesソフトウェアが自動的に起動されるよう
にすることができます。

3.7 TCPIP$CONFIGを使用したTCP/IP Servicesの停止

次の例に示すように，メインのコンフィギュレーション・メニューからオプション 5
(Shutdown HP TCP/IP Services for OpenVMS)を選択することにより，システム上
の TCP/IP Servicesを停止します。

HP TCP/IP Services for OpenVMS Configuration Menu

Configuration options:

1 - Core environment
2 - Client components
3 - Server components
4 - Optional components
5 - Shutdown HP TCP/IP Services for OpenVMS
6 - Startup HP TCP/IP Services for OpenVMS
7 - Run tests

A - Configure options 1 - 4
[E] - Exit configuration procedure

Enter configuration option: 5

TCP/IP Servicesのシャットダウン・プロシージャは以下の例のような一連のメッセ
ージを表示します (表示されるメッセージはコンフィギュレーションによって異なり
ます)。
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Begin Shutdown...

%TCPIP-I-INFO, TCP/IP Services shutdown beginning at 5-SEP-2004
15:26:14.39
%TCPIP-S-SHUTDONE, TCPIP$FINGER shutdown completed
%TCPIP-S-SHUTDONE, TCPIP$FTP_CLIENT shutdown completed
%TCPIP-S-SHUTDONE, TCPIP$FTP shutdown completed
%TCPIP-S-SHUTDONE, TCPIP$INET_DRIVER shutdown completed
%TCPIP-S-SHUTDONE, TCPIP$METRIC shutdown completed
%TCPIP-S-SHUTDONE, TCPIP$NFS_CLIENT shutdown completed
%TCPIP-S-SHUTDONE, TCPIP$NFS shutdown completed
%TCPIP-S-SHUTDONE, TCPIP$NTP shutdown completed
%TCPIP-S-SHUTDONE, TCPIP$PCNFS shutdown completed
%TCPIP-S-SHUTDONE, TCPIP$POP shutdown completed
%TCPIP-S-SHUTDONE, TCPIP$PORTMAPPER shutdown completed
%TCPIP-S-SHUTDONE, TCPIP$PROXY shutdown completed
%TCPIP-S-SHUTDONE, TCPIP$PWIP_DRIVER shutdown completed
%TCPIP-S-SHUTDONE, TCPIP$REXEC shutdown completed
%TCPIP-S-SHUTDONE, TCPIP$RLOGIN shutdown completed
%TCPIP-S-SHUTDONE, TCPIP$RSH shutdown completed
%TCPIP-S-SHUTDONE, TCPIP$SMTP shutdown completed
%TCPIP-S-SHUTDONE, TCPIP$SNMP shutdown completed
%TCPIP-S-SHUTDONE, TCPIP$SSH_CLIENT shutdown completed
%TCPIP-S-SHUTDONE, TCPIP$SSH shutdown completed
%TCPIP-S-SHUTDONE, TCPIP$TELNET shutdown completed
%TCPIP-S-SHUTDONE, TCPIP$TFTP shutdown completed
%TCPIP-S-SHUTDONE, TCPIP$XDM shutdown completed
%TCPIP-I-SERVSTOPPED, BIND service already stopped
%TCPIP-S-SHUTDONE, TCPIP$BIND shutdown completed
%TCPIP-S-SHUTDONE, TCP/IP Kernel shutdown completed
%TCPIP-S-SHUTDONE, TCP/IP Services shutdown completed at 5-SEP-2004
15:26:17.78

Shutdown request completed.

3.8 TCPIP$CONFIGを使用したTCP/IP Servicesの起動

コア環境のコンフィギュレーションを行った後は，次の例のように，メインのコン
フィギュレーション・メニューからオプション 6 (Startup HP TCP/IP Services for
OpenVMS)を選択することにより，システムで TCP/IP Servicesを起動します。

HP TCP/IP Services for OpenVMS Configuration Menu

Configuration options:

1 - Core environment
2 - Client components
3 - Server components
4 - Optional components
5 - Shutdown HP TCP/IP Services for OpenVMS
6 - Startup HP TCP/IP Services for OpenVMS
7 - Run tests
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A - Configure options 1 - 4
[E] - Exit configuration procedure

Enter configuration option: 6

TCP/IP Servicesのスタートアップ・プロシージャは以下の例のような一連のメッセ
ージを表示します (表示されるメッセージはコンフィギュレーションによって異なり
ます)。

Begin Startup...

%TCPIP-I-INFO, TCP/IP Services startup beginning at 5-SEP-2004
15:27:08.34
%TCPIP-I-NORMAL, timezone information verified
%RUN-S-PROC_ID, identification of created process is 00000D42
%TCPIP-I-SETLOCAL, setting domain and/or local host
%TCPIP-I-STARTCOMM, starting communication
%TCPIP-I-SETPROTP, setting protocol parameters
%TCPIP-I-DEFINTE, defining interfaces
%TCPIP-I-STARTNAME, starting name service
%TCPIP-I-STARTDROUT, starting dynamic routing
%RUN-S-PROC_ID, identification of created process is 00000C4E
%TCPIP-S-STARTDONE, TCP/IP Kernel startup completed
%TCPIP-S-STARTDONE, TCPIP$BIND startup completed
%TCPIP-I-PROXYLOADED, loaded 0 NFS proxy records
%TCPIP-I-LOADSERV, loading TCPIP server proxy information
%TCPIP-I-SERVLOADED, auxiliary server loaded with 0 proxy records
-TCPIP-I-SERVSKIP, skipped 0 communication proxy records
-TCPIP-I-SERVTOTAL, total of 0 proxy records read
%TCPIP-S-STARTDONE, TCPIP$PROXY startup completed
%TCPIP-S-STARTDONE, TCPIP$PORTMAPPER startup completed
%TCPIP-S-STARTDONE, TCPIP$FINGER startup completed
%TCPIP-S-STARTDONE, TCPIP$FTP startup completed
%TCPIP-S-STARTDONE, TCPIP$FTP_CLIENT startup completed
%TCPIP-S-STARTDONE, TCPIP$INET_DRIVER startup completed
%TCPIP-S-STARTDONE, TCPIP$METRIC startup completed
%TCPIP-I-NOMAP, no filesystem mapping information available
%TCPIP-S-STARTDONE, TCPIP$NFS startup completed
%TCPIP-S-STARTDONE, TCPIP$NFS_CLIENT startup completed
%TCPIP-S-STARTDONE, TCPIP$NTP startup completed
%TCPIP-S-STARTDONE, TCPIP$PCNFS startup completed
%TCPIP-S-STARTDONE, TCPIP$POP startup completed
%RUN-S-PROC_ID, identification of created process is 000002DC
%TCPIP-S-STARTDONE, TCPIP$PWIP_DRIVER startup completed
%TCPIP-S-STARTDONE, TCPIP$REXEC startup completed
%TCPIP-S-STARTDONE, TCPIP$RLOGIN startup completed
%TCPIP-S-STARTDONE, TCPIP$RSH startup completed
%TCPIP-S-STARTDONE, TCPIP$SMTP startup completed
%TCPIP-S-STARTDONE, TCPIP$SSH startup completed
%TCPIP-S-STARTDONE, TCPIP$SSH_CLIENT startup completed
%TCPIP-S-STARTDONE, TCPIP$TELNET startup completed
%TCPIP-S-STARTDONE, TCPIP$TFTP startup completed
%TCPIP-S-STARTDONE, TCPIP$XDM startup completed
%TCPIP-S-STARTDONE, TCP/IP Services startup completed at 5-SEP-2004
15:27:50.47
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Startup request completed.
Press Return to continue ...

注意

この例にある TCPIP-I-NOMAPメッセージは， TCP/IPコンフィギュレーシ
ョン・データベースに対してファイル・システムが割り当てられていない
場合にのみ表示されます。 NFSサービスが必要な場合は，『HP TCP/IP
Services for OpenVMS Management』に説明されているように，有効なファ
イル・システムの割り当てを行ってください。 NFSサービスを必要としない
場合は，このメッセージを無視してください。次回以降のスタートアップ時
にこのメッセージを表示しないようにするためには TCPIP$CONFIGコンフ
ィギュレーション・プロシージャを使って NFSサーバを無効ににしてくださ
い。

3.9 コンフィギュレーションの検証

インストレーション検証プロシージャ (IVP)を実行することで，コンフィギュレーシ
ョンを検証することができます。

次のいずれかに該当する場合は， IVPを実行してください。

• 製品登録キー (PAK)を組み込んだ環境で，下層ソフトウェアとポートマップ・サ
ービスが正しくインストールされていることを確認したい場合

• PAKは組み込んでいないが， TCP/IP Servicesのインストールが正常に行われ，
TCP/IP ServicesアプリケーションがDECwindowsに表示されるかどうかを確認
したい場合

• 送信側と受信側で，サイズが絶えず変化するデバイス・ソケット・パケットを転
送するソフトウェアを必要とする場合

• 1組のクライアント/サーバ・プログラムでポートマップ・サービスをテストする
必要がある場合

IVPは，テストの実行に要した時間を SYS$OUTPUTに報告します。

• SNMPサービスをテストする必要がある場合

IVPを実行する前に， TCP/IP Servicesソフトウェアが起動されていることを確認
してください。 IVPを実行するユーザは， SYSPRV，OPER，NETMBX，および
TMPMBX特権を持っていなければなりません。

IVPは， TCPIP$CONFIGコンフィギュレーション・プロシージャまたはOpenVMS
のDCLプロンプトのコマンド行から実行することができます。 TCPIP$CONFIGか
ら IVPを実行する際には， SNMPのコンフィギュレーションを検証する追加のテス
トを実行するオプションを選択することができます。
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3.9.1 TCPIP$CONFIGコマンド・プロシージャからの IVPの実行

TCP/IP Services for OpenVMSのメインのコンフィギュレーション・メニューで，
オプション 7 (Run tests)を選択します。次の例のように「Test」メニューが表示さ
れます。

HP TCP/IP Services for OpenVMS TEST Menu

Test options:

1 - Internet IVP
2 - SNMP IVP

A - Tests 1 - 2
[E] - Exit menu

Enter test option:

実行したいテストに適したオプションを選択します。

3.9.2 OpenVMS DCLプロンプトからの IVPの実行

コンフィギュレーション・プロシージャの終了後に，DCLプロンプトから IVPを実
行するには，次のコマンドを入力します。このプロシージャでは， TCPIP$CONFIG
「Test」メニューのオプション 1 (Internet IVP)と同じテストが実行されます。

$ @SYS$TEST:TCPIP$IVP

3.9.3 TCP/IP Servicesインターネット・コンフィギュレーションの検証

TCPIP$CONFIG「Test」メニューからオプション 1またはオプション Aを選択する
か，またはコマンド行で TCPIP$IVPコマンド・プロシージャを実行する場合， IVP
は，次の例に示すように， TCP/IP Servicesソフトウェアの基本的なコンフィギュレ
ーションをテストします。この例では，テストは正常に終了します。

Enter test option: 1 Return

Begin IVP...

%%% TCPIP IVP: started %%%

UDP/IP test started at 5-SEP-2004 16:13:03.62
UDP/IP test ended at 5-SEP-2004 16:13:03.69
UDP/IP transferred successfully in 0 seconds 4198400 bytes

TCP/IP test started at 5-SEP-2004 16:13:04.20
TCP/IP test ended at 5-SEP-2004 16:13:04:28
TCP/IP transferred successfully in 0 seconds 4198400 bytes

RAW_IP test started at 5-SEP-2004 16:13:41.71
RAW_IP test ended at 5-SEP-2004 16:13:41.72
RAW_IP transferred successfully in 0 seconds 251000 bytes
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%%% TCPIP IVP: completed successfully %%%
IVP request completed.
Press Return to continue ...

IVPが正常に終了しなかった場合，プロシージャはエラー・メッセージを表示しま
す。 IVPエラーはすべて，OpenVMSシステム・メッセージと同じ書式を使用しま
す。次に IVPエラーの出力例を示します。

%TCPIP-E-IDENT, explanation of error.

表 3–4に， IVPエラー・メッセージの原因となる一般的な問題を示します。推奨さ
れる処置を行っても問題が解決しない場合には，HPの最寄りの支店/営業所にお問い
合わせください。

表 3–4 IVPエラーのトラブルシューティング

問題 処置

ネットワーク・コンフィギュレーショ
ンに問題がある。

TCP/IP Servicesをシャットダウンし，コンフィギュ
レーション・プロシージャを再度実行します。

起動に失敗した。 MODPARAMS.DATファイル中のシステム・パラメ
ータをチェックし，必要に応じて値を調整します (第
1.2.7項を参照)。その後， TCP/IP Servicesをシャッ
トダウンして再起動します。

インストレーション・キットに欠陥が
ある。

キットの交換をお申し出ください。

PAKがないために IVPが失敗した。 TCP/IP Services for OpenVMS PAKを登録してくだ
さい。

3.9.4 SNMPコンフィギュレーションの検証

TCPIP$CONFIG「Test」メニューからオプション 2またはオプション Aのいずれか
を選択すると， IVPは，次の例のように SNMPサービスをテストします。

Begin SNMP IVP...

The SNMP IVP requires that TCPIP/IP Services be running.
It performs the following startups and shutdowns on the
SNMP service only (other TCP/IP services are not affected):

- If SNMP is running, shuts down SNMP before initial
configuration

- Starts SNMP and runs tests
- Shuts down SNMP and restores initial configuration
- Before exiting, starts SNMP

Shutting down the SNMP service... done.

Creating temporary read/write community SNMPIVP_6520.

Enabling SET operations.

Starting up the SNMP service... done.
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Saving sysContact: Ralph Nickleby
Setting sysContact to: Julius Caesar
Retrieved sysContact: Julius Caesar

(Retrieved value matches SET value.)
Restoring sysContact to: Ralph Nickleby

Saving snmpEnableAuthenTraps: 2 (disabled)
Setting snmpEnableAuthenTraps to: 1 (enabled)
Retrieved snmpEnableAuthenTraps: 1 (enabled)
(Retrieved value matches SET value.)
Restoring snmpEnableAuthenTraps: 2 (disabled)

Disabling SET operations.

Deleting temporary read/write community SNMPIVP_6520.

Shutting down and restarting the SNMP service...
Shutting down the SNMP service... done.

Starting up the SNMP service... done.

SNMP IVP request completed.
Press Return to continue ...

SNMPテストのうちのいずれかが失敗した場合には，次のようなメッセージが表示さ
れます。

SNMPIVP: unexpected text in response to SNMP request:
"No reply."
See file SYS$SYSDEVICE:[TCPIP$SNMP]TCPIP$SNMP_REQUEST.DAT for more
details.
Verify that SNMP trace is not enabled.
sysContact could not be retrieved. Status = 0
The SNMP IVP has NOT completed successfully.

この場合のエラーは，起動されていない SNMP構成要素があるか，または SNMP
トレースが有効になっていて無効にする必要があることを示している可能性があり
ます。 SNMPトレースの詳細については，『HP TCP/IP Services for OpenVMS
Management』を参照してください。

3.10 追加のコンフィギュレーション作業

TCPIP$CONFIGを実行して，ネットワークに必要な機能と構成要素を使用可能にし
た後は，製品アプリケーションへのアクセスを可能にするため，追加のコンフィギュ
レーション作業を終了させる必要があります。 TCP/IP Servicesには，環境に合わせ
てソフトウェアを変更したり，カスタマイズできる管理コマンド・インタフェースと
論理名が用意されています。

追加のコンフィギュレーション作業には次のようなものがあります。

• データベースのポピュレート (たとえば， BINDやDHCP用に)

• ユーザ・アカウントの設定
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• 通信およびNFSプロキシの設定

• プリント・キューの定義

• ファイル・システムの設定，エクスポート，および保守

• 最適なパフォーマンスを得るためのシステムのチューニング

サービスの多くは，追加のコンフィギュレーション作業や最適化を必要とします。各
サービスのコンフィギュレーション方法についての詳細は，『HP TCP/IP Services
for OpenVMS Management』を参照してください。

3.11 TCP/IP Servicesの起動と停止

第 3.11.1項で説明するように，OpenVMSスタートアップ・ファイルのコマンドを
使用して，OpenVMSシステムがスタートアップまたはシャットダウンした際に，
TCP/IP Servicesを自動的に起動または停止することができます。これらのコマンド
は，システムにインストールされているすべての TCP/IP Services構成要素の起動ま
たは停止を行います。代わりの方法として，現在実行中の他の TCP/IP Services構成
要素に影響を与えることなく，個々の TCP/IP Servicesクライアントまたはサーバ・
サービスの起動または停止を行うこともできます。個々のサービスの起動または停止
についての詳細は，第 3.11.3項を参照してください。

必要な場合には，第 3.11.2項で説明するように， TCP/IP Servicesの起動および停止
を手動で行うことができます。また，第 3.11.4項で説明するように，ユーザ作成のサ
ービスの起動および停止を行うこともできます。

3.11.1 TCP/IP Servicesの自動起動と自動停止

TCP/IP Servicesソフトウェアをシステムの起動時に自動的に起動させ，システムの
シャットダウン時に自動的に停止させるには，
SYS$COMMON:[SYSMGR]SYSTARTUP_VMS.COMファイルを編集して，次の行
の先頭の感嘆符 (!)を削除します。

$!$ @SYS$STARTUP:TCPIP$STARTUP.COM

システムに以前のバージョンの TCP/IP Servicesがインストールされていた場合に
は，UCX$STARTUP.COMファイルとUCX$SHUTDOWN.COMファイルが存在し
ている可能性があります。これらのファイルはもう適用できないため，これらのファ
イルに関係する定義はすべて，SYS$MANAGER:SYSTARTUP_VMS.COMから削除
してください。

OpenVMSアカウントへログインした後に TCP/IP Servicesが起動するように
したい場合は，OpenVMSのシステム単位のログイン・プロシージャ (通常
SYS$MANAGER:SYLOGIN.COM)のworldの読み取りと実行の保護 (W:RE)が
設定されていなければなりません。
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現在の保護を表示するには，次のコマンドを入力します。

$ DIR/PROTECTION SYS$MANAGER:SYLOGIN.COM

保護についての情報は，OpenVMSのマニュアルを参照してください。

3.11.2 TCP/IP Servicesの手動による起動と停止

TCP/IP Servicesを手動で起動するには，次のコマンドを入力します。

$ @SYS$STARTUP:TCPIP$STARTUP

TCP/IP Servicesを手動で停止するには，次のコマンドを入力します。

$ @SYS$STARTUP:TCPIP$SHUTDOWN

3.11.3 個々のサービスの起動と停止

TCP/IP Servicesをすでに実行しているシステムでは，システムで実行中の他の
TCP/IP Services構成要素に影響を及ぼすこともなく，また TCP/IP Servicesを再起
動する必要もなく，個々のサーバまたはクライアント構成要素のコンフィギュレーシ
ョンを行うことができます。

ほとんどのサービスは個別に停止，起動を行うことができます。サービスの再起動が
必要となるパラメータや論理名を変更する際に役に立ちます。

次のファイルが提供されます。

• SYS$STARTUP:TCPIP$service_STARTUP.COMはserviceサービスを起動するこ
とができます。

• SYS$STARTUP:TCPIP$service_SHUTDOWN.COMはserviceサービスを停止す
ることができます。

サイト固有のパラメータ設定およびコマンドを保持するには，次のファイルを作成し
ます。これらのファイルは， TCP/IP Servicesを再インストールしても上書きされま
せん。

• SYS$STARTUP:TCPIP$service_SYSTARTUP.COMは，serviceを起動する際に
呼び出されるサイト固有の定義およびパラメータのリポジトリとして使用するこ
とができます。

• SYS$STARTUP:TCPIP$service_SYSHUTDOWN.COMは，serviceをシャットダ
ウンする際に呼び出されるサイト固有の定義およびパラメータのリポジトリとし
て使用することができます。
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これらのファイル名で，serviceは，起動またはシャットダウンするサービスの
名前です。たとえば，NTPサービスをシャットダウンするには TCPIP$NTP_
SHUTDOWNを使用します。

詳細については，『HP TCP/IP Services for OpenVMS Management』を参照して
ください。

3.11.4 ユーザ作成サービスの起動と停止

TCP/IP Servicesでは，ユーザ作成サービスの起動および停止を行うためのコマン
ド・プロシージャを提供しています。ユーザ作成サービスを起動するには，次のコマ
ンドを入力します。

$ SYS$STARTUP:TCPIP$CUSTOMER_SERVICE_STARTUP service

ユーザ作成サービスを停止するには，次のコマンドを入力します。

$ SYS$STARTUP:TCPIP$CUSTOMER_SERVICE_SHUTDOWN service

いずれのコマンドにおいても， TCP/IP管理コマンド SET SERVICEを使って定義し
たサービス名を指定してください。

注意

クオーテーション・マーク (")で囲まれていない場合，小文字のサービス名は
起動および停止プロシージャによって大文字として解釈されます。サービス
を定義する際に，クオーテーション・マークを使って大文字小文字を保持す
るよう指定した場合，起動および停止プロシージャでサービス名を指定する
場合はクオーテーション・マークを忘れずに使ってください。

3.12 TCP/IP ServicesをDECwindowsアプリケーションのトランスポ
ートに指定

TCP/IP ServicesをDECwinsowsアプリケーションのトランスポート・インタフ
ェースとして使用可能にするには，次の行を SYS$MANAGER:DECW$PRIVATE_
SERVER_SETUP.COMコマンド・プロシージャに追加します。

$ DECW$SERVER_TRANSPORTS == "DECNET,LOCAL,TCPIP"

続いて，次のコマンドを入力してDECwindowsを再起動します。

$ @SYS$STARTUP:DECW$STARTUP RESTART

システムで，DECnetまたはDECnet-Plusソフトウェアを使用している場合には，
これも起動します。
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DECwindowsクライアント (リモート・ホスト)で実行されているDECwindowsアプ
リケーションをDECwindowsサーバ (あなたが使用しているワークステーション)に
表示するには，次の手順に従います。

1. リモート・ホストのセキュリティを設定します。

2. ローカル・ホスト・データベースにリモート・クライアントを追加します。

3. 次の行をSYS$MANAGER:DECW$PRIVATE_SERVER_SETUP.COMに追加しま
す。

$ DECW$SERVER_TRANSPORTS == "DECNET,LOCAL,TCPIP"

4. アプリケーションの表示をリモート・ホストに設定します。

$ SET DISPLAY/CREATE/NODE=remote-host/TRANSPORT=TCPIP
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4
IPv6のコンフィギュレーション

TCPIP$CONFIG.COMコマンド・プロシジャを使って TCP/IP Services for
OpenVMSをコンフィギュレーションした後に本章に記載した設定を行うことによ
り， IPv6ネットワーク環境での通信を可能にするようシステムをコンフィギュレー
ションすることができます。

TCP/IP Servicesバージョン 5.5では， IPv6コンフィギュレーション・プロシジ
ャ (TCPIP$IP6_SETUP.COM) に大きな変更と改良が加えられました。 IPv6ホス
トあるいはルータとしてノードをコンフィギュレーションするための設定は『HP
TCP/IP Services for OpenVMS Guide to IPv6』に記載されている設定ではなく，本
章に記載されている設定を使ってください。

次の表に，本章内の節とそれが置き換える『Guide to IPv6』内の節 (該当する場合)
を示します。 failSAFE IP IPv6 addresssの節は， TCP/IP Services for OpenVMS
の本リリースで新たに追加されました。 IPv6の概念とプロセス，DNSドメイン名と
アドレス登録，等についての情報は『Guide to IPv6』の 2章を引き続き参照してく
ださい。

節... 記述内容....
『Guide to IPv6』中の置き換
える節...

4.1 システムを IPv6 hostとしてコンフィギュ
レーションする手順

2.5.1

4.2 システムを IPv6ルータとしてコンフィギ
ュレーションする手順

2.6.1

4.3 failSAFE IP IPv6アドレスをコンフィギュ
レーションする手順

N/A

ノードを IPv6のホストとしても IPv6ルータとしてもコンフィギュレーション
することができます。 IPv6コンフィギュレーション・プロシジャ (TCPIP$IP6_
SETUP.COM)を実行中に，この選択を行います。このコンフィギュレーション・プ
ロシジャを実行した後， TCP/IP Servicesを再起動してください。選択内容に関連し
た IPv6プロセスがシステムで起動されます。

注意

TCPIP$IP6_SETUP.COMコンフィギュレーション・プロシジャを実行する前
に，そのシステムですでに IPv4がコンフィギュレーションされている必要が
あります。 (TCPIP$CONFIG.COMコンフィギュレーション・プロシジャが
IPv4をコンフィギュレーションします。)
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TCP/IP Servicesの以前のバージョンからアップグレードした場合は，
TCPIP$IP6_SETUP.COMコンフィギュレーション・プロシジャを再度実行す
る必要があります。

IPv6コンフィギュレーション・プロシジャでは，以下を指定する必要があります:

• システムを， IPv6ホストとしてコンフィギュレーションするのか， IPv6ルータ
としてコンフィグするのか。

• システムが 6to4インターフェース (IPv4のみのネットワークと IPv6のサイト間
での通信に必要)を必要とするかどうか。必要な場合，そのシステムの IPv4アド
レス， 6to4トンネル・アドレス・プレフィックス，システムが 6to4リレー・ル
ータをサポートするかどうか，および必要に応じてリレー・ルータのアドレスを
指定する必要があります。

• IPv6を有効にするインターフェースのインターフェース名を指定する必要があり
ます。

• 自動トンネルをコンフィギュレーションするかどうか。コンフィギュレーション
する場合，そのトンネルのエンドポイントの IPv4アドレスを指定する必要があり
ます。

• システムが IPv6-over-IPv4トンネルを必要とするかどうかを指定する必要があり
ます。それぞれのトンネルに対して，そのトンネルの始点 (source) IPv4アドレ
ス，終点 (destination) IPv6アドレス，および IPv6-over-IPv4トンネル用のアド
レス・プレフィックスを入力する必要があります。複数の IPv6-over-IPv4トンネ
ルを作成することができます。

• システムが IPv6-over-IPv6トンネルを必要とするかどうか。それぞれのトンネ
ルに対して，そのトンネルの始点 IPv6アドレス，終点 IPv6アドレス，および
IPv6-over-IPv6トンネル用のアドレス・プレフィックスを入力する必要がありま
す。複数の IPv6-over-IPv6トンネルを作成することができます。

• システムが，手動 IPv6経路選択を必要とするかどうか。それぞれのルータに対
して，終点 IPv6ネットワークのアドレス・プレフィックス，経路選択にトラフ
ィックを送るために使用するインターフェース，およびパス中の最初のルータの
link-local IPv6アドレスあるいは使用する自動トンネルの IPv4互換 IPv6アドレ
スを入力する必要があります。複数の手動 IPv6経路選択を作成することができま
す。

• IPv6ルータに対して，以下を指定する必要があります:

それぞれのインタフェースで， RIPngプロトコルを有効にするかどうか。

それぞれのインターフェースの IPv6アドレス・プレフィックスを通知するか
どうか，通知する場合はその IPv6アドレス・プレフィックス。
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作成するそれぞれのトンネルについて，そのトンネルで RIPngプロトコルを
有効にするかどうか，そのトンネルのインターフェースの IPv6アドレス・プ
レフィックスを通知するかどうか，通知する場合はその IPv6アドレス・プレ
フィックス。

作成するそれぞれの手動経路選択について，リモートの IPv6ネットワークに
トラフィックを転送するために使用するインタフェース。

システムを IPv6ホストまたはルータとしてコンフィギュレーションするために
TCPIP$IP6_SETUP.COMコンフィギュレーション・プロシジャを使用した後，オプ
ションで，システムを BINDサーバとしてコンフィギュレーションするとができま
す。詳細は『Guide to IPv6』の第 3章を参照してください。さらに，第 4.3節で説明
する failSAFE IP IPv6アドレスをコンフィギュレーションすることができます。

TCPIP$IP6_SETUP.COMコンフィギュレーション・プロシジャを使って IPv6を
コンフィギュレーションした後，そのシステムで IPv6を有効にするために TCP/IP
Servicesを停止し，再起動させる必要があります。

IPv6コンフィグレーションを後程変更することができます。『Guide to IPv6』の第
4章に追加の変更の方法が記載されています。

4.1 IPv6ホストのコンフィギュレーション

システムを IPv6ホストとしてコンフィギュレーションするために，以下を行ってく
ださい:

1. 以下のコマンドを入力し， TCPIP$IP6_SETUP.COMコンフィギュレーション・
プロシジャを起動します。

$ @SYS$MANAGER:TCPIP$IP6_SETUP

このプロシジャは IPv6ネットワーク・コンフィグレーション・プロシジャに関す
る情報を表示し，システムを IPv6ホストあるいは IPv6ルータのいずれかとして
コンフィギュレーションできることを表示します。

2. システムを IPv6ホストとしてコンフィギュレーションする場合は，以下のプロン
プトで，省略時の値を指定してください (Returnキーを押すあるいはNOを入力
してください):

Configure this system as an IPv6 router? [NO]:

3. 以下のプロンプトで， 6to4インターフェースをコンフィギュレーションするかど
うかを指定してください:

Configure a 6to4 interface? [NO]:
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システムが IPv4のみのネットワークに接続されており，他の 6to4のサイトある
いはネイティブ IPv6のサイトと通信する必要がある場合は， 6to4インターフェ
ースが必要です。システムが 6to4サイト内のホストの場合， 6to4インターフェ
ースを作成する必要はありません。標準の IPv6機能により， 6to4アドレスがこ
のシステムで自動的にコンフィギュレーションされます。

6to4インターフェースをコンフィギュレーションしない場合は Returnキーを押
してください。コンフィギュレーション・プロシジャはステップ 8に進みます。

6to4インターフェースをコンフィギュレーションする場合は YESを入力してくだ
さい。コンフィギュレーション・プロシジャは以下の 6to4トンネル・インターフ
ェースを表示します:

The 6to4 tunnel is: TN1

以降のステップで，インターフェースに関する情報の入力を求められます。

4. このホストの IPv4アドレスを入力してください:

Enter this node’s IPv4 address to use when generating your site’s
6to4 prefix:

ドットで区切られた 10進形式 (d.d.d.d)で IPv4アドレスを入力してください。コ
ンフィギュレーション・プロシジャは入力された IPv4アドレスをもとに，自動的
に 6to4サイト・プレフィックスを生成し，以下の例のように表示します:

Your 6to4 site prefix is: 2002:x:x::/48

5. 以下の問いに対して， 6to4トンネル用のアドレス・プレフィックスを入力してく
ださい:

Enter an address prefix to use on interface
TN1 [2002:x:x::/64]:

ステップ 4で生成された IPv6アドレス・プレフィックスを使用する場合は，省略
時の値を使用してください。

注意

6to4アドレス・プレフィックスの上位 48ビットは 6to4サイト・プレフィッ
クスと同じである必要があります。

6. 6to4リレー・ルータをコンフィギュレーションするかどうかを指定してください:

Configure a 6to4 relay router? [NO]:

システムをネイティブ IPv6サイトに接続する際にリレー・ルータが必要になりま
す。リレー・ルータをコンフィギュレーションしない場合，他の 6to4サイトには
接続できますが，ネイティブ IPv6サイトには接続できません。

6to4リレー・ルータをコンフィギュレーションしない場合， Returnキーを押し
てください。コンフィギュレーション・プロシジャはステップ 8に進みます。
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6to4リレー・ルータをコンフィギュレーションする場合， YESを入力してくださ
い。

7. リレー・ルータのアドレスを指定してくだい:

Enter the 6to4 address of a 6to4 relay router
[2002:C058:6301::]:

省略時のリレー・ルータのアドレスが表示されます。省略時の値を使用する場
合， Returnキーを押してください。それ以外の場合， 6to4リレー・ルータの
6to4ユニキャスト・アドレスを入力してください。

8. コンフィギュレーション・プロシジャは，システム上のそれぞれのインターフェ
ースについて，そのインターフェース上で IPv6を有効にするかどうかを，以下の
例のように問い合わせます。ddnはインターフェース名 (WE0など)です:

Enable IPv6 on interface ddn? [YES]:

このインターフェースで IPv6を有効にする場合は， Returnキーを押してくださ
い。有効にしない場合はNOを入力してください。

システムに複数のインターフェースがある場合，プロシジャはそれぞれのインタ
ーフェースについて，この質問を繰り返します。

9. 自動トンネルをコンフィギュレーションするかどうかを指定してください:

Configure an IPv6 over IPv4 automatic tunnel interface? [NO]:

自動トンネルをコンフィギュレーションしない場合， Returnキーを押してくださ
い。プロシジャはステップ 11に進みます。自動トンネルをコンフィギュレーショ
ンする場合， YESを入力してください。プロシジャは次の例のように自動トンネ
ル・インターフェースを表示します。ステップ 10で，プロシジャはトンネルのア
ドレスを問い合わせます。

The automatic tunnel is: TN0

注意

潜在的な IPv4互換アドレスの経路選択問題のため，この自動トンネルの使用
を避けることを推奨します。

10.自動トンネルのエンド・ポイントを構成する場合，使用する IPv4アドレスを入力
してください:

Enter this node’s IPv4 address to use when creating
your automatic tunnel:

ドットで区切られた 10進形式 (d.d.d.d)の IPv4アドレスを入力してください。

11.コンフィギュレーション・プロシジャは IPv6-over-IPv4構成済みトンネルを作成
するかどうかを問い合わせます:

Create IPv6 over IPv4 configured tunnels? [NO]:
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IPv6-over-IPv4構成済みトンネルを作成する場合は YESを入力してください。以
降のステップでトンネルに関する情報の問い合わせがあります。

IPv6-over-IPv4構成済みトンネルを作成しない場合は Returnキーを押してくだ
さい。プロシジャはステップ 16に進みます。

12.以下の問いに対して，トンネルの始点 IPv4アドレスを入力してください:

Enter the source IPv4 address of tunnel ITn:

トンネルの始点 IPv4アドレスをドットで区切られた 10進形式 (d.d.d.d)で入力し
てください。

13.以下の問いに対して，トンネルの終点 IPv4アドレスを入力してください:

Enter the destination IPv4 address of tunnel ITn:

トンネルの終点 IPv4アドレスをドットで区切られた 10進形式 (d.d.d.d)で入力し
てください。トンネルの終点アドレスはステップ 12で入力した始点アドレスと異
なる必要があります。

14.トンネル・インターフェースで使用するアドレス・プレフィックスを入力してく
ださい:

Enter an address prefix to use on interface ITn [DONE]:

ルータがこのトンネル・インターフェースのグローバル・アドレス・プレフィッ
クスを通知しない場合， 64-bitのアドレス・プレフィックスを入力してくださ
い。構成済みのトンネルに対して複数のアドレス・プレフィックスをコンフィギ
ュレーションすることができます。DONEを入力するまで，追加のアドレス・プ
レフィックスの入力を要求されます。

ホストにおいてトンネル・インターフェースで IPv6アドレス・プレフィックスを
使用しない場合， Returnキーを押してください。

15.コンフィギュレーション・プロシージャは別の IPv6-over-IPv4構成済みトンネル
を作成するかどうか問い合わせます:

Create another IPv6 over IPv4 configured tunnel? [NO]:

別の IPv6-over-IPv4構成済みトンネルを作成する場合， YESを入力してくださ
い。プロシージャは作成する構成済みトンネルそれぞれについて，ステップ 12か
ら 14を繰り返します。

別の IPv6-over-IPv4構成済みトンネルを作成しない場合， Returnキーを押して
ください。プロシジャはステップ 16に進みます。

16. IPv6-over-IPv6構成済みトンネルを作成するかどうか指定してください:

Create IPv6 over IPv6 configured tunnels? [NO]:

IPv6-over-IPv6構成済みトンネルを作成する場合， YESを入力してください。以
降のステップで，トンネルに関する情報の問い合わせがあります。
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IPv6-over-IPv6構成済みトンネルを作成しない場合， Returnキーを押してくだ
さい。コンフィギュレーション・プロシジャはステップ 21に進みます。

17.以下の問いに対して， IPv6-over-IPv6トンネルの始点 IPv6アドレスを入力して
ください:

Enter the source IPv6 address of tunnel ITn:

始点 IPv6アドレスをドットで区切られた 10進形式 (d.d.d.d)で入力してくださ
い。

18.以下の問いに対して，トンネルの終点 IPv6アドレスを入力してください:

Enter the destination IPv6 address of tunnel ITn:

トンネルの終点 IPv6アドレスをドットで区切られた 10進形式 (d.d.d.d)で入力し
てください。トンネルの終点アドレスはステップ 17で入力した始点アドレスと異
なる必要があります。

19.トンネル・インターフェースで使用するアドレス・プレフィックスを入力してく
ださい:

Enter an address prefix to use on interface ITn [DONE]:

ルータがこのトンネル・インターフェースのグローバル・アドレス・プレフィッ
クスを通知しない場合， 64-bitのアドレス・プレフィックスを入力してくださ
い。構成済みのトンネルに対して複数のアドレス・プレフィックスをコンフィギ
ュレーションすることができます。DONEを入力するまで，追加のアドレス・プ
レフィックスの入力を要求されます。

このホストにおいてトンネル・インターフェースで IPv6アドレス・プレフィック
スを使用しない場合， Returnキーを押してください。

20.コンフィギュレーション・プロシージャは別の IPv6-over-IPv6構成済みトンネル
を作成するかどうか問い合わせます:

Create another IPv6 over IPv6 configured tunnel? [NO]:

別の IPv6-over-IPv6構成済みトンネルを作成する場合， YESを入力してくださ
い。プロシージャは作成する構成済みトンネルそれぞれについて，ステップ 17か
ら 19を繰り返します。

別の IPv6-over-IPv6構成済みトンネルを作成しない場合， Returnキーを押して
ください。

21.プロシジャは手動 IPv6経路選択をコンフィギュレーションするかどうかを問い合
わせます。

Configure manual IPv6 routes? [NO]:

隣接ルータあるいはリモートの IPv6ネットワークへの手動 IPv6経路選択をコン
フィギュレーションする場合， YESを入力してください。引き続き，経路選択に
関する情報の問い合わせがあります。手動 IPv6経路選択をコンフィギュレーショ
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ンしない場合， Returnキーを押してください。コンフィギュレーション・プロシ
ージャはステップ 26に進みます。

22.終点 IPv6ネットワークのアドレス・プレフィックスを指定してください:

Enter the destination network address prefix:

終点 IPv6ネットワークの IPv6アドレス・プレフィックスを入力してください。
省略時の経路選択の場合はDEFAULTを入力してください。

23.リモート IPv6ネットワークにトラフィックを送出する際に経由するインターフェ
ースの名前を入力してください:

Enter interface to use when forwarding messages:

24.終点ネットワークへのパス中の最初のルータの link-local IPv6アドレスを入力し
てください。このアドレスは IPv6アドレス・プレフィックスと共に静的経路表エ
ントリを構成します。

Enter the next node’s IPv6 address:

次ノードが本ノードと同じリンク上にある場合，あるいは，次ノードが構成済み
トンネルを経由して到達可能な場合， link-localアドレスを入力してください。次
ノードが自動トンネルを経由して到達可能な場合， IPv4互換の IPv6アドレスを
入力してください。それ以外の全ての接続の場合， IPv6アドレスを入力してくだ
さい。

25.近隣ルータあるいはリモート IPv6ネットワークへの別の手動経路選択を定義する
かどうかを指定してください:

Configure another manual IPv6 route? [NO]:

別の手動経路選択を定義する場合は YESを入力してください。コンフィギュレー
ション・プロシジャは，追加で定義する手動 IPv6経路選択に対して，ステップ
22から 24を繰り返します。別の手動経路選択を定義しない場合は Returnキーを
押してください。

26.ここで，コンフィギュレーション・プロシジャは，以下の例に示すように，新し
い IPv6ホストのコンフィギュレーションのサマリを表示します:

You configured this node as an IPv6 host with the
following:

Daemons:

ND6HOST Dynamic Updates Disabled

Interfaces:

WE0 Dynamic Address Configuration Enabled
TN1 6to4 Tunneling Enabled using 5.6.7.8

Prefix 2002:506:708::/64
Relay Router 2002:90A:B0C:1::1
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Manual Routes:

2002::/16 TN1 FE80::5.6.7.8
DEFAULT TN1 2002:90A:B0C:1::1

27.コンフィギュレーション・プロシジャは指定した情報を使って新しいホスト・コ
ンフィギュレーション・ファイルを作成するかどうかを問い合わせます:

Create new IPv6 network configuration files? [YES]:

このコンフィギュレーション内容に問題がある場合，NOを入力してください。
コンフィギュレーション・プロシジャは現状の IPv6ネットワーク・コンフィギュ
レーションに変更を加えることなく，直ちに終了します。

このコンフィギュレーション内容で問題がなければ， Returnキーを押してくださ
い。コンフィギュレーション・プロシジャは新しいホスト・コンフィギュレーシ
ョン・ファイルを作成し，以下の情報を表示します:

A new IPv6 configuration file, SYS$SYSTEM:TCPIP$INET6_CONFIG.DAT,
has been created. The previous configuration file (if any) has been
renamed to SYS$SYSTEM:TCPIP$INET6_CONFIG.DAT_OLD.

This new IPv6 network configuration will become active the next time
TCP/IP Services for OpenVMS is started.

4.2 IPv6ルータのコンフィギュレーション

システムを IPv6ルータとしてコンフィギュレーションするために，本節に記載され
たステップに従ってください。

1. 以下のコマンドを入力して， TCPIP$IP6_SETUP.COMコンフィギュレーショ
ン・プロシジャを起動してください:

$ @SYS$MANAGER:TCPIP$IP6_SETUP

このプロシジャは IPv6ネットワーク・コンフィギュレーション・プロシジャに関
する情報を表示し，システムを IPv6ホストあるいは IPv6ルータのいずれかとし
てコンフィギュレーションできることを表示します。

2. システムを IPv6ルータとしてコンフィギュレーションするために，以下の問い合
わせに対して YESを入力してください:

Configure this system as an IPv6 router? [NO]:

3. 6to4インターフェースをコンフィギュレーションするかどうかを指定してくださ
い:

Configure a 6to4 interface? [NO]:
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境界ルータをコンフィギュレーションするために， 6to4インタフェースが必要で
す。 6to4インターフェースをコンフィギュレーションしない場合は Returnキー
を押してください。コンフィギュレーション・プロシジャはステップ 7に進みま
す。

6to4インターフェースをコンフィギュレーションする場合は YESを入力してくだ
さい。コンフィギュレーション・プロシジャは以下の 6to4トンネル・インターフ
ェースを表示します:

The 6to4 tunnel is: TN1

以降のステップで，インターフェースに関する情報の入力を求められます。

4. 次の問い合わせに対してノードの IPv4アドレスを入力してください:

Enter this node’s IPv4 address to use when generating
your site’s 6to4 prefix:

ドットで区切られた 10進形式 (d.d.d.d)で IPv4アドレスを入力してください。コ
ンフィギュレーション・プロシジャは入力された IPv4アドレスをもとに，自動的
に 6to4サイト・プレフィックスを生成し，以下の例のように表示します:

Your 6to4 site prefix is: 2002:x:x::/48

このサイト・プレフィックスは， IPv6サイトに接続されたホストのインターフェ
ースに通知されます。ルータの IPv4ネットワークに対するインターフェースとし
てコンフィギュレーションされた有効で，グローバルにユニークな IPv4アドレス
を指定してください。

5. コンフィギュレーション・プロシジャはこのシステムを 6to4リレー・ルータとし
てコンフィギュレーションするかどうか問い合わせます:

Configure a 6to4 relay router? [NO]:

この境界ルータがある 6to4サイトのホストが IPv6ネイティブ (IPv6のみ)のサイ
トと通信する必要がある場合，このシステムを 6to4リレー・ルータとしてコンフ
ィギュレーションする必要があります。 YESを入力してください。

6to4リレー・ルータとしてコンフィギュレーションしない場合， Returnキーを
押してください。コンフィギュレーション・プロシジャはステップ 7に進みま
す。

6. リレー・ルータのアドレスを指定してくだい:

Enter 6to4 address of a 6to4 relay router
[2002:C058:6301::]:

省略時のリレー・ルータのアドレスが表示されます。省略時の値を使用する場
合， Returnキーを押してください。それ以外の場合， 6to4リレー・ルータの
6to4ユニキャスト・アドレスを入力してください。
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7. コンフィギュレーション・プロシジャは，システム上のそれぞれのインターフェ
ースについて，そのインターフェース上で IPv6を有効にするかどうかを，以下の
例のように問い合わせます。ddnはインターフェース名 (WE0など)です:

Enable IPv6 on interface ddn [YES]?

このインターフェースで IPv6を有効にする場合は， Returnキーを押してくださ
い。有効にしない場合はNOを入力してください。

システムのそれぞれのインターフェースについて，コンフィギュレーション・プ
ロシジャはステップ 7から 9を繰り返します。

8. ルータが指定したインターフェースで RIPngプロトコルを有効にするかどうかを
指定してください:

Enable RIPng on interface ddn? [YES]:

RIPngプロトコルは，本ルータが別のルータと IPv6経路選択を交換することがで
きます。本ルータで RIPngプロトコルを有効にする場合， Returnキーを押して
ください。有効にしない場合はNOを入力してください。

9. コンフィギュレーション・プロシジャは，指定したインターフェースの IPv6アド
レス・プレフィックスをルータに通知させるかどうかを問い合わせます:

Enter an address prefix to advertise on interface
ddn [DONE]:

ルータに IPv6アドレス・プレフィックスを通知させる場合，そのインターフェー
ス用の 64-bitアドレス・プレフィックスを入力してください。このインターフェ
ースに対して複数のアドレス・プレフィックスをコンフィギュレーションするこ
とができます。DONEを入力するまで，追加のアドレス・プレフィックスの入力
を要求されます。

ルータに指定したインターフェースの IPv6アドレス・プレフィックスを通知させ
ない場合，DONEを入力してください。

10.自動トンネルをコンフィギュレーションするかどうかを指定してください:

Configure an IPv6 over IPv4 automatic tunnel interface? [NO]:

自動トンネルをコンフィギュレーションしない場合， Returnキーを押してくださ
い。コンフィギュレーション・プロシジャはステップ 12に進みます。

自動トンネルをコンフィギュレーションする場合， YESを入力してください。プ
ロシジャは次の例のように自動トンネル・インターフェースを表示し，次のステ
ップでトンネルのアドレスを問い合わせます。

The automatic tunnel is: TN0

注意

潜在的な IPv4互換アドレスの経路選択問題のため，この自動トンネルの使用
を避けることを推奨します。
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11.自動トンネルのエンドポイントを構成する場合， IPv4アドレスを入力してくださ
い:

Enter the IPv4 address to use when creating
your automatic tunnel:

ドットで区切られた 10進形式 (d.d.d.d)の IPv4アドレスを入力してください。

12.コンフィギュレーション・プロシジャは IPv6-over-IPv4構成済みトンネルを作成
するかどうかを問い合わせます:

Create IPv6 over IPv4 configured tunnels? [NO]:

IPv6-over-IPv4構成済みトンネルを作成する場合は YESを入力してください。続
いてトンネルに関する情報の問い合わせがあります。

IPv6-over-IPv4構成済みトンネルを作成しない場合は Returnキーを押してくだ
さい。プロシジャはステップ 18に進みます。

13.トンネルの始点 IPv4アドレスを入力してください:

Enter the source IPv4 address of tunnel ITn:

トンネルの始点 IPv4アドレスをドットで区切られた 10進形式 (d.d.d.d)で入力し
てください。

14.以下の問いに対して，トンネルの終点 IPv4アドレスを入力してください:

Enter the destination IPv4 address of tunnel ITn:

トンネルの IPv4アドレスをドットで区切られた 10進形式 (d.d.d.d)で入力してく
ださい。トンネルの終点アドレスはステップ 13で入力した始点アドレスと異なる
必要があります。

15. RIPngプロトコルを有効にするかどうかを指定してください:

Enable RIPng on interface ITn? [YES]:

RIPngプロトコルは，本ルータが別のルータと IPv6経路選択を交換することがで
きます。本ルータで RIPngプロトコルを有効にする場合， Returnキーを押して
ください。有効にしない場合はNOを入力してください。

16.トンネル・インターフェースの IPv6アドレス・プレフィックスをルータに通知さ
せるかどうかを指定してください:

Enter an address prefix to advertise on interface ITn? [DONE]:

ルータに IPv6アドレス・プレフィックスを通知させる場合，指定したインターフ
ェース用の 64-bitアドレス・プレフィックスを入力してください。このインター
フェースに対して複数のアドレス・プレフィックスをコンフィギュレーションす
ることができます。DONEを入力するまで，追加のアドレス・プレフィックスの
入力を要求されます。
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ルータに指定したインターフェースの IPv6アドレス・プレフィックスを通知させ
ない場合，DONEを入力してください。

17.コンフィギュレーション・プロシージャは別の IPv6-over-IPv4構成済みトンネル
を作成するかどうか問い合わせます:

Create another IPv6 over IPv4 configured tunnel? [NO]:

別の IPv6-over-IPv4構成済みトンネルを作成する場合， YESを入力してくださ
い。プロシージャは作成する構成済みトンネルそれぞれについて，ステップ 13か
ら 16を繰り返します。

別の IPv6-over-IPv4構成済みトンネルを作成しない場合， Returnキーを押して
ください。

18.プロシジャは IPv6-over-IPv6構成済みトンネルを作成するかどうかを問い合わせ
ます:

Create IPv6 over IPv6 configured tunnels? [NO]:

IPv6-over-IPv6構成済みトンネルを作成する場合は YESを入力してください。続
いてトンネルに関する情報の問い合わせがあります。

IPv6-over-IPv6構成済みトンネルを作成しない場合は Returnキーを押してくだ
さい。プロシジャはステップ 24に進みます。

19.以下の問いに対して，トンネルの始点 IPv6アドレスを入力してください:

Enter the source IPv6 address of tunnel ITn:

トンネルの始点 IPv6アドレスをドットで区切られた 10進形式 (d.d.d.d)で入力し
てください。

20.以下の問いに対して， IPv6-over-IPv6トンネルの終点 IPv6アドレスを入力して
ください:

Enter the destination IPv6 address of tunnel ITn:

IPv6アドレスをドットで区切られた 10進形式 (d.d.d.d)で入力してください。ト
ンネルの終点アドレスはステップ 19で入力した始点アドレスとは異なる必要があ
ります。

21.このインターフェースで RIPngプロトコルを有効にするかどうかを指定してくだ
さい:

Enable RIPng on interface ITn? [YES]:

RIPngプロトコルは，本ルータが別のルータと IPv6経路選択を交換することがで
きます。本ルータで RIPngプロトコルを有効にする場合， Returnキーを押して
ください。有効にしない場合はNOを入力してください。
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22.トンネル・インターフェースの IPv6アドレス・プレフィックスをルータに通知さ
せるかどうかを指定してください:

Enter an address prefix to advertise on interface ITn? [DONE]:

ルータに IPv6アドレス・プレフィックスを通知させる場合，そのインターフェー
ス用の 64-bitアドレス・プレフィックスを入力してください。このインターフェ
ースに対して複数のアドレス・プレフィックスをコンフィギュレーションするこ
とができます。DONEを入力するまで，追加のアドレス・プレフィックスの入力
を要求されます。

ルータにトンネル・インターフェースの IPv6アドレス・プレフィックスを通知さ
せない場合，DONEを入力してください。

23.別の IPv6-over-IPv6構成済みトンネルを作成するかどうかの問い合せがあります:

Create another IPv6 over IPv6 configured tunnel? [NO]:

別の IPv6-over-IPv6構成済みトンネルを作成する場合， YESを入力してくださ
い。プロシージャは作成する構成済みトンネルそれぞれについて，ステップ 19か
ら 22を繰り返します。

別の IPv6-over-IPv6構成済みトンネルを作成しない場合， Returnキーを押して
ください。

24.近隣ルータあるいはリモート IPv6ネットワークへの別の手動経路選択を定義する
かどうかを指定してください:

Configure manual IPv6 routes? [NO]?

手動 IPv6経路選択を定義する場合， YESを入力してください。以降のステップ
で，経路選択に関する情報の入力を求められます。

手動経路選択を定義しない場合，NOを入力してください。プロシジャはステッ
プ 29に進みます。

25.終点 IPv6ネットワークのアドレス・プレフィックスを入力してください:

Enter the destination network address prefix:

終点 IPv6ネットワークの IPv6アドレス・プレフィックスを入力してください。
省略時の経路選択の場合はDEFAULTを入力してください。

26.リモート IPv6ネットワークにトラフィックを送出する際に経由するインターフェ
ースの名前を入力してください:

Enter interface to use when forwarding messages:

27.プロシジャは，終点ネットワークのパス上の最初のルータの link-local IPv6アド
レスを問い合わせます。このアドレスは IPv6アドレス・プレフィックスと共に静
的経路表エントリを構成します。

Enter the next node’s IPv6 address:
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次ノードが本ノードと同じリンク上にある場合，あるいは，次ノードが構成済み
トンネルを経由して到達可能な場合， link-localアドレスを入力してください。次
ノードが自動トンネルを経由して到達可能な場合， IPv4互換の IPv6アドレスを
入力してください。それ以外の全ての接続の場合， IPv6アドレスを入力してくだ
さい。

28.近隣ルータあるいはリモート IPv6ネットワークへの別の手動経路選択を定義する
かどうかを指定してください:

Configure another manual IPv6 route? [NO]:

別の手動経路選択を定義する場合は YESを入力してください。コンフィギュレー
ション・プロシジャは，追加で定義する手動 IPv6経路選択に対して，ステップ
25から 27を繰り返します。別の手動経路選択を定義しない場合は Returnキーを
押してください。

29.ここで，コンフィギュレーション・プロシジャは，以下の例に示すように，新し
い IPv6ルータのコンフィギュレーションのサマリを表示します:

You configured this node as an IPv6 router with the
following:

Daemons:

IP6RTRD

Interfaces:

WE0 RIP Enabled
IT0 RIP Enabled

Tunnel Source ::1
Tunnel Destination ::2
Prefix AAAA::/64
Prefix BBBB::/64

TN1 6to4 Tunneling Enabled using 1.2.3.4
Relay Router 2002:C058:6301::

Manual Routes:

::4/64 WE0 ::5

30.コンフィギュレーション・プロシジャは指定した情報を使って新しいルータ・コ
ンフィギュレーション・ファイルを作成するかどうかを問い合わせます:

Create new IPv6 network configuration files? [YES]:

このコンフィギュレーション内容に問題がある場合，NOを入力してください。
コンフィギュレーション・プロシジャは現状の IPv6ネットワーク・コンフィギュ
レーションに変更を加えることなく，直ちに終了します。

このコンフィギュレーション内容で問題がなければ， Returnキーを押してくださ
い。コンフィギュレーション・プロシジャは新しいルータ・コンフィギュレーシ
ョン・ファイルを作成し，以下の情報を表示します:
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A new IPv6 configuration file, SYS$SYSTEM:TCPIP$INET6_CONFIG.DAT,
has been created. The previous configuration file (if any) has been
renamed to SYS$SYSTEM:TCPIP$INET6_CONFIG.DAT_OLD.

A new IPv6 configuration file, SYS$SYSTEM:TCPIP$IP6RTRD.CONF, has
been created. The previous configuration file (if any) has been
renamed to SYS$SYSTEM:TCPIP$IP6RTRD.CONF_OLD.

This new IPv6 network configuration will become active the next time
TCP/IP Services for OpenVMS is started.

4.3 failSAFE IP IPv6アドレスのコンフィギュレーション

スタンバイ failSAFE IP IPv6アドレスは手動でコンフィギュレーションする必要が
あります。 IPv6はいろいろなスコープのアドレスをサポートしますが， link-localア
ドレスだけはスタンバイ・アドレスと共にコンフィギュレーションされる必要があり
ます。 (Link-localアドレスは， 16進の FE80で始まるアドレスです。)

スタンバイ failSAFE IP IPv6アドレスをコンフィギュレーションする場合，以下の
ステップに従ってください:

1. 以下の例に示すように，ifconfigコマンドを使ってそれぞれのインターフェース
に対して動的に生成される link-local IPv6アドレスを確認してください。それぞ
れのインターフェースの最終行に link-local IPv6アドレスが含まれます。 IPv4
アドレスが既にスタンバイ・アドレスを使用してコンフィギュレーションされて
いることに注意してください。 (IPv4スタンバイ・アドレスのコンフィギュレー
ション手順は第 3.4.4.3項に記載されています。)

$ ifconfig -a
IE0: flags=c43<UP,BROADCAST,RUNNING,MULTICAST,SIMPLEX>

failSAFE IP Addresses:
inet 16.176.56.81 netmask fffffe00 broadcast 10.0.255.255 (on GRYFFIIE1)

*inet 16.176.56.65 netmask ff000000 broadcast 16.255.255.255 ipmtu 1500
*inet6 fe80::202:a5ff:fe60:a368

IE1: flags=c43<UP,BROADCAST,RUNNING,MULTICAST,SIMPLEX>
failSAFE IP Addresses:

inet 16.176.56.65 netmask fffffe00 broadcast 10.0.255.255 (on GRYFFIIE0)
*inet 16.176.56.81 netmask fffffe00 broadcast 16.176.57.255 ipmtu 1500
*inet6 fe80::202:a5ff:fe60:a369

2. ステップ 1で取得した IPv6アドレスを指定して以下のコマンドを実行して，スタ
ンバイ IPv6アドレスを作成してください。

$ ifconfig ie1 inet6 alias fe80::202:a5ff:fe60:a368
$ ifconfig ie0 inet6 alias fe80::202:a5ff:fe60:a369

この例の場合，インターフェース IE0上でコンフィギュレーションされた link-
local IPv6アドレスがスタンバイとして IE1に追加されます。同様に，インター
フェース IE1上でコンフィギュレーションされた IPv6アドレスがスタンバイとし
て IE0に追加されます。

4–16 IPv6のコンフィギュレーション



3. コンフィギュレーションの変更内容を有効にするために， failSAFE IP
サービスを再起動してください (第 3.6節を参照してください)。 TCP
/IP Serviceの起動時に変更内容が有効になるようにするためには，
SYS$STARTUP:TCPIP$SYSTARTUP.COMを編集し，以下のコマンドを追
加してください。これらには，ステップ 2で指定したifconfigコマンドが含まれ
ています。

$!
$! IPv6 failSAFE Addresses
$!
$ ifconfig ie1 inet6 alias fe80::202:a5ff:fe60:a368
$ ifconfig ie0 inet6 alias fe80::202:a5ff:fe60:a369
$!
$! Restart failSAFE to pick up IPv6 address changes
$!
$ @sys$startup:tcpip$failsafe_shutdown
$ @sys$startup:tcpip$failsafe_startup
$!
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A
TCP/IP Servicesの新規のインストレーションとコンフ

ィギュレーションの例

この付録では， TCP/IP Services製品を一度もインストールしたことがないシステム
での， TCP/IP Servicesのインストレーションとコンフィギュレーションの例を示し
ます。

A.1 新規のインストレーション・プロシージャの例

次の例は， TCP/IP Servicesのインストレーションでの対話のサンプルを示していま
す。この例では，インストレーションは，製品がまだインストールされていないシス
テムで行われています。 TCP/IP Servicesが以前にインストールされていたシスムで
は，インストレーションでの対話がわずかに異なります (第 2章を参照)。

Choose one or more items from the menu separated by commas: 1

The following product has been selected:
DEC AXPVMS TCPIPJA V5.5-11 Layered Product

Do you want to continue? [YES] Return

Configuration phase starting ...

You will be asked to choose options, if any, for each selected product and for
any products that may be installed to satisfy software dependency requirements.

DEC AXPVMS TCPIPJA V5.5-11: HP TCP/IP Services/Japanese for OpenVMS.

Copyright 1976, 2004 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

Hewlett-Packard Development Company, L.P.

HP TCP/IP Services/Japanese for OpenVMS offers several license options.

Do you want the defaults for all options? [YES] Return

Do you want to review the options? [NO] Return

Execution phase starting ...

The following product will be installed to destination:
DEC AXPVMS TCPIPJA V5.5-11 DISK$ALPHASYS:[VMS$COMMON.]
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Portion done: 0%...10%...20%...30%...40%...50%...60%...70%...80%...90%
%PCSI-I-PRCOUTPUT, output from subprocess follows ...
% TCPIP-W-PCSI_INSTALL
% - Execute SYS$MANAGER:TCPIP$CONFIG.COM to proceed with configuration of
% HP TCP/IP Services.
%

Portion done: 100%

The following product has been installed:
DEC VAXVMS TCPIPJA V5.5-11 Layered Product

DEC VAXVMS TCPIPJA V5.5-11: HP TCP/IP Services/Japanese for OpenVMS.

Check the release notes for current status of the product.

$

A.2 新規のコンフィギュレーション・プロシージャ

次の例は， TCP/IP Servicesのコンフィギュレーションでの対話のサンプルを示して
います。この例では，次の構成要素のコンフィギュレーションが行われます。

• コア環境

• TELNETクライアント

• FTPサーバ

この例では，コンフィギュレーションは，製品のコンフィギュレーションがまだ行わ
れたことがないシステムで行われます。システムで以前に TCP/IP Servicesのコンフ
ィギュレーションが行われたことがある場合，対話はわずかに異なります (第 3章を
参照)。

TCP/IP Network Configuration Procedure

This procedure helps you define the parameters required
to run HP TCP/IP Services for OpenVMS on this system.

Checking TCP/IP Services for OpenVMS configuration database files.

Creating SYS$COMMON:[SYSEXE]TCPIP$SERVICE.DAT
Creating SYS$COMMON:[SYSEXE]TCPIP$HOST.DAT
Creating SYS$COMMON:[SYSEXE]TCPIP$NETWORK.DAT
Creating SYS$COMMON:[SYSEXE]TCPIP$ROUTE.DAT
Creating SYS$COMMON:[SYSEXE]TCPIP$PROXY.DAT
Creating SYS$COMMON:[SYSEXE]TCPIP$CONFIGURATION.DAT

HP TCP/IP Services for OpenVMS requires a definition for at
least one interface. There are no interfaces defined on this
system.

Please select the Interface option from the Core Environment Menu.

HP TCP/IP Services for OpenVMS Configuration Menu

Configuration options:
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1 - Core environment
2 - Client components
3 - Server components
4 - Optional components

5 - Shutdown HP TCP/IP Services for OpenVMS
6 - Startup HP TCP/IP Services for OpenVMS
7 - Run tests

A - Configure options 1 - 4
[E] - Exit configuration procedure

Enter configuration option: 1 Return

HP TCP/IP Services for OpenVMS Core Environment Configuration Menu

Configuration options:

1 - Domain
2 - Interfaces
3 - Routing
4 - BIND Resolver
5 - Time Zone

A - Configure options 1 - 5
[E] - Exit menu

Enter configuration option: A Return

DOMAIN Configuration

Enter Internet domain: acme.com

INTERFACE Configuration

The Ethernet device(s) on your system are: EWA0: * Not Configured *

Start of configuration questions for Internet interface WE0.

WE0 is the Ethernet device ESA0:

WE0 has not been configured

HP TCP/IP Services for OpenVMS Interface WE0 Configuration Menu

Configuration options:

1 - Configure interface manually
2 - Let DHCP configure interface

[E] - Exit menu (Do not configure interface WE0)

Enter configuration option: 1 Return

Enter fully qualified host name: HEARTS.BUDGET.ACME.COM Return

Enter Internet address: 10.0.2.4 Return

Enter Internet network mask for hearts [255.0.1.0]: 255.1.12.1 Return

Enter broadcast mask for hearts [10.0.2.255]: Return

The following parameters will be used to define the
Internet interface WE0:

Host name: hearts
Internet address: 10.0.2.4
Network mask: 255.0.0.0
Broadcast mask: 10.0.2.255
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* Is the above correct [YES]: Return

failSAFE IP

failSAFE IP uses multiple Network Interface Controllers
(NICs) to provide high availability of IP addresses.
In the event of a NIC failure, (e.g. any event
preventing the NIC from receiving data), all IP
addresses associated with the failed NIC are reassigned
to a preconfigured failover target.

In a cluster configuration, the IP address may be
preconfigured on NICs across other cluster members.
This provides cluster-wide failover for the IP address.

See the management guide for more configuration options.
You will be asked what other NICs on this node will
act as failover targets.

* Configure failover target for failSAFE IP [NO]: Return

End of configuration questions for Internet interface WE0

DYNAMIC ROUTING Configuration

Dynamic routing has not been configured.

You may configure dynamic ROUTED or GATED routing.
You cannot enable both at the same time. If you want
to change from one to the other, you must disable the
current routing first, then enable the desired routing.

If you enable dynamic ROUTED routing, this host will use the
Routing Information Protocol (RIP) - Version 1 to listen
for all dynamic routing information coming from other
hosts to update its internal routing tables.
It will also supply its own Internet addresses to
routing requests made from remote hosts.

If you enable dynamic GATED routing, you will be able to
configure this host to use any combination of the following
routing protocols to exchange dynamic routing information
with other hosts on the network:

Routing Information Protocol (RIP) - Version 1 & 2
Router Discovery Protocol (RDISC)
Open Shortest Path First (OSPF)
Exterior Gateway Protocol (EGP)
Border Gateway Protocol (BGP-4)
Static routes

* Do you want to configure dynamic ROUTED or GATED routing [NO]: Return

A default route has not been configured.
* Do you want to configure a default route [YES]: Return

Enter your Default Gateway host name or address: GATE1.BUDGET.ACME.COM

gate1.budget.acme.com is not in the local host database.

Enter Internet address for gate1.budget.acme.com: 10.0.2.66

BIND RESOLVER Configuration
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A BIND resolver has not been configured.

HP TCP/IP Services for OpenVMS supports the Berkeley Internet Name
Domain (BIND) resolver. BIND is a network service that enables clients
to name resources or objects and share information with other objects
on the network.

Before configuring your system as a BIND resolver, you should
first be sure that there is at least one system on the network
configured as either a BIND primary or secondary server for
this domain.

You can specify a BIND server by its address or name;
however, if specified by name, an entry for it must
exist in the TCPIP$HOST database.

You will be asked one question for each server.
Press Return at the prompt to terminate the list.

Enter your BIND server name: NUMB9.BUDGET.ACME.COM Return

numb9.budget.acme.com is not in the local host database.

Enter Internet address for numb9.budget.acme.com: 10.0.2.11
Enter your BIND server name: Return

Creating file TCPIP$ETC:IPNODES.DAT
Creating file TCPIP$ETC:SERVICES.DAT

TCPIP uses timezone information provided by the OpenVMS Operating
System. No additonal timezone configuration is needed for TCPIP
when the operating system is configured correctly.

This section verifies the current OpenVMS timezone configuration.
A warning message (TCPIP-W-) indicates that corrective action should
be taken. TCPIP will appear to operate but components may display
either the wrong time or a time inconsistent with other applications.

%TCPIP-I-INFO, Logical name SYS$TIMEZONE_RULE found.
-TCPIP-I-INFO, Software for automatic Summer/Winter time (TDF) change
-TCPIP-I-INFO, is present.
-TCPIP-I-INFO, Further action to ensure TDF change is not necessary.

%TCPIP-I-NORMAL, timezone information verified

Press Return to continue ... Return

HP TCP/IP Services for OpenVMS Core Environment Configuration Menu

Configuration options:

1 - Domain
2 - Interfaces
3 - Routing
4 - BIND Resolver
5 - Time Zone

A - Configure options 1 - 5
[E] - Exit menu

Enter configuration option: Return

HP TCP/IP Services for OpenVMS Configuration Menu
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Configuration options:

1 - Core environment
2 - Client components
3 - Server components
4 - Optional components

5 - Shutdown HP TCP/IP Services for OpenVMS
6 - Startup HP TCP/IP Services for OpenVMS
7 - Run tests

A - Configure options 1 - 4
[E] - Exit configuration procedure

Enter configuration option: 2 Return

HP TCP/IP Services for OpenVMS Client Components Configuration Menu

Configuration options:

1 - DHCP Client Disabled Stopped
2 - FTP Client Disabled Stopped
3 - NFS Client Disabled Stopped
4 - REXEC and RSH Disabled Stopped
5 - RLOGIN Disabled Stopped
6 - SMTP Disabled Stopped
7 - SSH Client Disabled Stopped
8 - TELNET Disabled Stopped
9 - TELNETSYM Disabled Stopped

A - Configure options 1 - 9
[E] - Exit menu

Enter configuration option: 8 Return

TELNET Configuration

Service is not defined in the TCPIP$SERVICE database.
Service is not enabled.
Service is stopped.

TELNET configuration options:

1 - Enable service on this node

[E] - Exit TELNET configuration

Enter configuration option: 1 Return

Creating TELNET Service Entry

HP TCP/IP Services for OpenVMS Client Components Configuration Menu

Configuration options:
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1 - DHCP Client Disabled Stopped
2 - FTP Client Disabled Stopped
3 - NFS Client Disabled Stopped
4 - REXEC and RSH Disabled Stopped
5 - RLOGIN Disabled Stopped
6 - SMTP Disabled Stopped
7 - SSH Client Disabled Stopped
8 - TELNET Disabled Stopped
9 - TELNETSYM Disabled Stopped

A - Configure options 1 - 9
[E] - Exit menu

Enter configuration option: Return

HP TCP/IP Services for OpenVMS Configuration Menu

Configuration options:

1 - Core environment
2 - Client components
3 - Server components
4 - Optional components

5 - Shutdown HP TCP/IP Services for OpenVMS
6 - Startup HP TCP/IP Services for OpenVMS
7 - Run tests

A - Configure options 1 - 4
[E] - Exit configuration procedure

Enter configuration option: 3 Return

HP TCP/IP Services for OpenVMS Server Components Configuration Menu

Configuration options:

1 - BIND Disabled Stopped 12 - NTP Disabled Stopped
2 - BOOTP Disabled Stopped 13 - PC-NFS Disabled Stopped
3 - DHCP Disabled Stopped 14 - POP Disabled Stopped
4 - FINGER Disabled Stopped 15 - PORTMAPPER Disabled Stopped
5 - FTP Disabled Stopped 16 - RLOGIN Enabled Stopped
6 - IMAP Disabled Stopped 17 - RMT Disabled Stopped
7 - LBROKER Disabled Stopped 18 - SNMP Disabled Stopped
8 - LPR/LPD Disabled Stopped 19 - SSH Disabled Stopped
9 - METRIC Disabled Stopped 20 - TELNET Enabled Stopped

10 - NFS Disabled Stopped 21 - TFTP Disabled Stopped
11 - LOCKD/STATD Disabled Stopped 22 - XDM Disabled Stopped

A - Configure options 1 - 22
[E] - Exit menu

Enter configuration option: 5 Return

FTP Configuration

Service is not defined in the SYSUAF.
Service is not defined in the TCPIP$SERVICE database.
Service is not enabled.
Service is stopped.
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FTP configuration options:

1 - Enable service on this node

[E] - Exit FTP configuration

Enter configuration option: 1 Return

The FTP CLIENT is enabled.

* Do you want to configure FTP CLIENT [NO]: Return

HP TCP/IP Services for OpenVMS Server Components Configuration Menu

Configuration options:

1 - BIND Disabled Stopped 12 - NTP Disabled Stopped
2 - BOOTP Disabled Stopped 13 - PC-NFS Disabled Stopped
3 - DHCP Disabled Stopped 14 - POP Disabled Stopped
4 - FINGER Disabled Stopped 15 - PORTMAPPER Disabled Stopped
5 - FTP Enabled Stopped 16 - RLOGIN Enabled Stopped
6 - IMAP Disabled Stopped 17 - RMT Disabled Stopped
7 - LBROKER Disabled Stopped 18 - SNMP Disabled Stopped
8 - LPR/LPD Disabled Stopped 19 - SSH Disabled Stopped
9 - METRIC Disabled Stopped 20 - TELNET Enabled Stopped
10 - NFS Disabled Stopped 21 - TFTP Disabled Stopped
11 - LOCKD/STATD Disabled Stopped 22 - XDM Disabled Stopped

A - Configure options 1 - 22
[E] - Exit menu

Enter configuration option: Return

HP TCP/IP Services for OpenVMS Configuration Menu

Configuration options:

1 - Core environment
2 - Client components
3 - Server components
4 - Optional components

5 - Shutdown HP TCP/IP Services for OpenVMS
6 - Startup HP TCP/IP Services for OpenVMS
7 - Run tests

A - Configure options 1 - 4
[E] - Exit configuration procedure

Enter configuration option: 6 Return

Begin Startup...
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%TCPIP-I-INFO, TCP/IP Services startup beginning at 5-SEP-2004 13:22:27
.82
%TCPIP-I-NORMAL, timezone information verified
%RUN-S-PROC_ID, identification of created process is 00000058
%TCPIP-I-SETLOCAL, setting domain and/or local host
%TCPIP-I-STARTCOMM, starting communication
%TCPIP-I-SETPROTP, setting protocol parameters
%TCPIP-I-DEFINTE, defining interfaces
%TCPIP-I-STARTNAME, starting name service
%TCPIP-S-STARTDONE, TCP/IP Kernel startup completed
%TCPIP-I-PROXYLOADED, loaded 0 NFS proxy records
%TCPIP-I-LOADSERV, loading TCPIP server proxy information
%TCPIP-I-SERVLOADED, auxiliary server loaded with 0 proxy records
-TCPIP-I-SERVSKIP, skipped 0 communication proxy records
-TCPIP-I-SERVTOTAL, total of 0 proxy records read
%TCPIP-S-STARTDONE, TCPIP$PROXY startup completed
%TCPIP-S-STARTDONE, TCPIP$FTP startup completed
%TCPIP-S-STARTDONE, TCPIP$INET_DRIVER startup completed
%TCPIP-I-NOMAP, no filesystem mapping information available
%TCPIP-S-STARTDONE, TCPIP$RLOGIN startup completed
%TCPIP-S-STARTDONE, TCPIP$TELNET startup completed
%TCPIP-S-STARTDONE, TCP/IP Services startup completed at 5-SEP-2004 13:
23:00.49

Startup request completed.
Press Return to continue ...
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